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まいります。 

 

  令和２年 11月 
 

 
 

Ⅰ. はじめに 
 
 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定

により、毎年、その権限に属する事務の管理と執行の状況について、点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表することが義務付けられています。 

この報告書は、泉南市教育委員会が令和元年度に実施した泉南市教育委

員会の所管事務及び事業の具体的施策の中から重点項目として抽出した 21

事業を対象として、泉南市教育委員会評価委員会の意見を付記しつつ、そ

の点検と評価を行ったものです。 

 この点検と評価の結果については、次年度以降の教育方針の策定、予算

案の編成に反映するなど、本市の教育行政のより効果的な推進に活かして

泉南市教育委員会 
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Ⅱ．泉南市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検・評価 

の実施方針について 

 

１．趣旨 

   泉南市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規

定に基づき、毎年、事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表することにより、効果的な教育行政の推進と住民への説明責任を果

たすものである。 

２．実施方針 

 ⑴点検・評価は、前年度に実施した所管事務及び事業の具体的施策の中か

ら重点項目として抽出した事業を対象とし、その進捗状況の総括、取組

の効果や今後の課題について考察するものとし、毎年１回実施する。 

 ⑵点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図る必要があるため、泉南市教育委員会評価委員会を設置する。 

 ⑶委員は学識経験を有する者のうちから、教育委員会が委嘱し、その職務

が終了したときは、解任されるものとする。 

 ⑷教育委員会において、点検・評価を行った後、その結果を取りまとめた

報告書を泉南市議会に提出し、その後公表する。 
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泉南市教育委員会が所管する事務の体系（平成 28 年 7月策定 泉南市教育振興基本計画より） 

 

基
本
理
念 

つ
な
が
り
を
力
に
し
て 

～
現
実
と
む
き
あ
い
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
へ
～ 

①幼稚園教育活動の充実 

②人権保育教育の推進 

③保育教育環境の整備 

④子育て、子育ち支援の充実と強化 

⑤共に生き共に育つ保育の充実 

⑥保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校 

の連携 

①小中一貫教育を視野に入れた連携の推進 

②学力の向上 

③人権教育の推進 

④道徳教育の充実 

⑤生徒指導の充実 

⑥進路指導、キャリア教育の充実 

⑦障害のある子どもの自立支援と集団づくり 

⑧学校給食の適切な推進 

⑨健康、体力づくりの推進 

⑩読書活動の推進 

①教職員の資質能力の向上 

②校園長による適正な学校運営 

③相談、救済システムの構築 

④市長や教育長に具体的な声を反映できる仕組み 

⑤学校と教育委員会のコミュニケーション強化 

⑥調整区の解消 

⑦学校規模の適正化 

①時代のニーズに対応した安全、安心な学校施設 

②保護者、地域との連携による教育の推進 

③保護者、地域の連携による開かれた学校づくり 

④通学時の安全確保 

⑤学校内外の防犯対策 

①人権尊重のまちづくり 

②教育コミュニティづくり 

③青少年の健全育成の充実 

④家庭教育充実の支援 

⑤文化遺産の保護、調査研究 

⑥生涯スポーツの推進 

⑦文化、芸術活動の推進 

⑧地域の情報拠点づくり、読書活動の推進 

⑨子どもの居場所づくりの推進 

①子どもの権利に関する条例の推進 

②市の一般施策との連携強化 

③保護者の経済的負担の軽減 

④地方創生関連事業の推進と連携 

⑤総合教育会議の機動的かつ適切な運営 

基本方向１ 

小中一貫を視野

に入れた小中連

携をはじめとし

た保・幼・こ・小・

中連携 

 

 

 

基本方向２ 

学校、家庭、地域

の連携、協働 

 

 

 

基本方向３ 

教育コミュニテ

ィづくり 

 

 

 

基本方向４ 

教育委員会と市

長部局との連携 

 

 

 

基本方向５ 

教育理念実現の

ための学校規模

適正化等を視野

に入れた学校の

あり方 

基本方針１ 

就学前保育 

教育の充実 

基本方針２ 

小中学校の

教育力の充

実 

基本方針３ 

明るく安心

できる学習

環 境 の 整

備、充実 

基本方針４ 

安全、安心

な教育環境

の整備 

基本方針５ 

生涯学習の

推進 

基本方針６ 

市を挙げて

の教育施策

の推進体制

の確立 
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令和元年度 点検・評価の重点項目 

 
１ 就学前保育教育の充実 

幼稚園教育活動の充実（１－①） 

保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の連携（１－⑥） ....... 指導課 
 
２ 就学前保育教育の充実 

保育教育環境の整備（１－③） ...................................................... 教育総務課 
 
３ 小中学校の教育力の充実 

小中一貫教育を視野に入れた連携の推進（２－①） .................. 人権国際教育課 

 
４ 小中学校の教育力の充実 

  学力の向上（２－②） ........................................................................... 指導課 

 
５ 小中学校の教育力の充実 

生徒指導の充実（２－⑤） .................................................................... 指導課 

 

６ 小中学校の教育力の充実 

学校給食の適切な推進（２－⑧） ........................ 教育総務課（給食センター） 

 

７ 小中学校の教育力の充実 

健康、体力づくりの推進（２－⑨） ............................................... 生涯学習課 

 
８ 小中学校の教育力の充実 

読書活動の推進（２－⑩） .................................................................... 指導課 

 
９ 明るく安心できる学習環境の整備、充実 

教職員の資質能力の向上（３－①） ...................................................... 指導課 

 

10 明るく安心できる学習環境の整備、充実 

市長や教育長に具体的な声を反映できる仕組み（３－④） .............. 教育総務課 

 
11 明るく安心できる学習環境の整備、充実 

調整区の解消（３－⑥） 

  生涯学習の推進 
人権尊重のまちづくり（５－①） ............................................. 人権国際教育課 

 
12 安全、安心な教育環境の整備 

時代のニーズに対応した安全、安心な学校施設（４－①） .............. 教育総務課 

 
13 安全、安心な教育環境の整備 

通学時の安全確保（４－④） ................................................................. 指導課 
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14 生涯学習の推進 

教育コミュニティづくり（５－②） 

青少年の健全育成の充実（５－③） 

子どもの居場所づくりの推進（５－⑨） ........... 生涯学習課（青少年センター） 

 
15 生涯学習の推進   

文化遺産の保護、調査研究（５－⑤） ....... 生涯学習課（埋蔵文化財センター） 

 
16 生涯学習の推進   

生涯スポーツの推進（５－⑥）....................................................... 生涯学習課 

 
17 生涯学習の推進 

文化、芸術活動の推進（５－⑦） ...................................文化振興課（公民館） 

 
18 生涯学習の推進 

地域の情報拠点づくり、読書活動の推進（５－⑧） ........文化振興課（図書館） 

 
19 生涯学習の推進 

子どもの居場所づくりの推進（５－⑨） ......................................... 生涯学習課 

 
20 市を挙げての教育施策の推進体制の確立 

子どもの権利に関する条例の推進（６－①） ............................ 人権国際教育課 

 
21 市を挙げての教育施策の推進体制の確立 

保護者の経済的負担の軽減（６－③） ................................................... 指導課 
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Ⅲ．教育委員会会議の開催状況 

 教育委員会会議は、毎月１回、定例会を開催し議案・報告案件の審議を行っ

ている。令和元年度は 12 回の定例会と２回の臨時会を開催した。 
 
（1） 令和元年度 教育委員会会議審議案件 

件  名 審議日 

① 泉南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 
② 改元に伴う関係規則の整理に関する規則の制定について 
③ 泉南市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会規則の一部を改正

する規則の制定について 
④ 泉南市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会委員の任命につい

て 

4 月 23 日 

① 泉南市就学支援委員会委員の委嘱について 
② 泉南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 
③ 泉南市立公民館条例等の一部を改正する条例の制定について 
④ 令和元年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要求（案）（教育

委員会所管分）について 

5 月 20 日 

① 泉南市社会教育委員の委嘱について 
② 泉南市青少年問題協議会委員の委嘱について 
③ 泉南市立図書館協議会委員の任命について 

6 月 24 日 

① 泉南市立幼稚園通園バス利用料に関する規則の制定について 7 月 22 日 

① 泉南市教育委員会評価委員会委員の委嘱について 
② 幼児教育・保育の無償化の実施に伴う関係条例の整備等に関する条

例の制定について 
③ 平成 31 年度大阪府泉南市一般会計補正予算（案）（教育委員会所管

分）について 

8 月 22 日 

① 令和２年度使用教科書の採択について 8 月 27 日 
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件  名 審議日 

① 泉南市学校給食検討委員会委員の委嘱又は任命について 
② 泉南市立文化ホール協議会委員の任命について 
③ 泉南市就学援助規則の一部を改正する教育委員会規則の制定につ

いて 

9 月 24 日 

① 泉南市公民館運営審議会委員の委嘱について 
② 泉南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 
③ 泉南市立学校の府費負担教職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

規則の一部改正について 
④ 令和元年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要求（案）（教育

委員会所管分）について 
⑤ 令和２年度からのＪＥＴプログラム事業導入について 
⑥ 泉南市小中学校スマートフォン等取扱いガイドラインについて 

10 月 29 日 

① 令和２年度泉南市立小・中学校教職員人事基本方針について 
② 平成 30 年度泉南市教育委員会点検・評価報告書について 
③ 令和元年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要求（案）（教育

委員会所管分）について 

11 月 18 日 

① 公民館運営審議会委員の委嘱について 
② 泉南市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 
③ 泉南市いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 
④ 泉南市子どもの権利条例委員会委員の委嘱について 
⑤ 令和２年度大阪府泉南市一般会計予算要求（案）（教育委員会所管

分）について 

12 月 19 日 

① 令和元年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要求（案）（教育

委員会所管分）について 
1 月 21 日 

① 令和２年度泉南市教職員人事について 2 月 6 日 

① 泉南市教育振興基本計画について 
② 泉南市立学校管理運営に関する規則の一部を改正する規則の制定

について 
③ 招致外国青年の任用、報酬、費用弁償等に関する規則の制定につい

て 

2 月 25 日 
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件  名 審議日 

① スポーツ推進委員の委嘱について 
② 泉南市立青少年センター運営委員会委員の委嘱について 
③ 泉南市教育委員会規則及び泉南市事務分掌規則の一部を改正する

規則の制定について 
④ 学校教育の重点目標について 

3 月 25 日 

 
（2）令和元年度教育委員会会議報告事項 

件  名 報告日 

① 平成 31 年度教育委員会事務局の体制について 
② 泉南市立小中学校事務共同実施事業に関する要綱について 

4 月 23 日 

① 泉南市小中学校問題行動（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31
日）について 

5 月 20 日 

① 学校水泳施設保護者説明会について 
② 夏休みの子どもの居場所づくり事業について 
③ 泉南市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する要

綱の制定について 
④ 泉南市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会の開催状況につい

て 

6 月 24 日 

① 小学校空調設備工事の進捗について 
② ＪＥＴプログラムＡＬＴ導入に向けた説明会について 
③ 学校閉庁日について 

7 月 22 日 

① 泉南市幼稚園通園バス利用料の減額に関する要綱の制定について 
② 平成 31 年度全国学力・学習状況調査について及び小中学校問題行

動 
8 月 22 日 

① 夏休みの子どもの居場所づくり事業結果について 
② 英語検定の市内準会場の設置（団体申込み）について 

9 月 24 日 

① 泉南市教育大綱（案）について 
② 泉南市留守家庭児童会実施要綱の一部改正について 
③ 泉南市実費徴収に係る補足給付事業補助金交付要綱の制定につい

て 
④ 英語検定の市内準会場実施について 

10 月 29 日 
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件  名 報告日 

① 平成 31 年度全国学力・学習状況調査について 
② ワールドマスターズゲームズ 2021 関西泉南市実行委員会設立につ

いて 
11 月 18 日 

① 泉南市就学援助に関する要綱の制定について 
② 学校における夜間の電話対応について 

12 月 19 日 

① 泉南市教育振興基本計画のパブリックコメントについて 
② 泉南市小中問題行動（平成 31 年 4 月～令和元年 12 月） 

1 月 21 日 

① 学校建物及び施設使用要綱の制定について 
② 令和元年度小学校水泳授業に関するアンケート結果について 
③ いじめ問題対策委員会（第一回）について 
④ 新型コロナウイルス対応について 

2 月 25 日 

① 泉南市青少年指導員設置要綱の一部改正について 
② 泉南市青色回転灯装備防犯パトロール支援事業補助金交付要綱の

一部改正について 
③ 令和２年度大阪府泉南市一般会計予算（案）（教育委員会所管分）

について 
④ 令和元年度全国体力・運動能力調査結果について 
⑤ 令和元年度中学生チャレンジテスト結果について 
⑥ 新型コロナウイルス対応について 

3 月 25 日 
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  教育委員会会議以外においても、市長及び教育委員会で構成される総合教育

会議、各種研修会、各種行事等に出席した。 
 
（１） 泉南市総合教育会議 
  下記の会議に出席し、「泉南市教育大綱」（令和２年度～令和４年度）を令和 

元年 11 月に策定した。また、これを受けて、教育委員会において、「教育振興 

基本計画」（令和２年度～令和４年度）を令和２年２月に、「令和２年度泉南

市教育重点施策（ＳＥＰＰ2020）」を令和２年３月に作成した。 
 

 
 
Ⅳ．教育委員会会議以外の活動状況 

会議名 日程 内容 

平成 31 年度第１回 
泉南市総合教育会議 平成 31 年４月 23 日 泉南市教育大綱について 

令和元年度第２回 
泉南市総合教育会議 令和元年６月 24 日 泉南市教育大綱について 

令和元年度第３回 
泉南市総合教育会議 令和元年７月 22 日 泉南市教育大綱について 

 
 
（２）各種研修会等への出席等 
・全国都市教育長協議会定期総会・研究大会 
・近畿都市教育長協議会定期総会 
・大阪府市町村教育委員長・教育長会議 
・大阪府都市教育長協議会総会 
・大阪府都市教育長協議会定例会 
・大阪府都市教育委員会連絡協議会 定期総会 
・大阪府都市教育委員会連絡協議会 大阪府市町村合同研修会 
・泉南地区教育委員会連絡協議会 
・大阪府都市教育委員会連絡協議会 泉北・泉南ブロック都市教育委員研修会 
・泉南地区教育長連絡協議会 行政視察 
・泉南地区教育委員研修会 
・泉南地区人事協議会・教育長連絡協議会 
・大阪府市町村教育委員会教育長・学校教育主幹部課長会議 
・泉佐野保健所運営協議会 
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（３）各種行事等への出席等 
・泉南市スポーツ少年団入団式 
・各小学校・中学校入学式、各幼稚園入園式 
・婦人会総会 
・泉南市体育協会懇親会 
・泉南市更生保護女性会総会 
・青少年センターオープニングイベント 
・ボーイスカウト入隊式 
・第 36 回日本少年野球泉州大会 
・泉南市公立幼稚園教育研究会総会 
・泉南市小学校教育研究会総会 
・泉南ブロック グラウンドゴルフ大会 
・識字教室開講式 
・泉南地区人権教育研究協議会総会 
・泉南市人権教育研究会協議会総会 
・泉南市文化協会総会 
・泉南市 PTA 協議会総会 
・泉南市中学校給食会総会 
・青少年指導員協議会総会 
・泉南市学校給食会総会 
・せんなん子ども会議 
・第 6 回市長杯グラウンドゴルフ大会 
・泉南市中学校教育研究会総会 
・子どもの権利条例委員会 
・戦没者追悼式 
・りんくうマラソン実行委員会総会 
・あおぞら幼稚園しばふプロジェクト完成式 
・ハスコンサート 
・第９回市民合唱祭 
・社会教育委員会会議 
・泉南市民生委員推薦会 
・泉南市交通事故をなくす運動推進本部総会 
・親子 SUP 体験イベント 
・スポーツ少年団祝勝会 
・泉南市青少年吹奏楽団定期演奏会 
・第 24 回市長杯サッカー大会 
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・青年会議所式典懇親会 
・各小学校・幼稚園運動会、各中学校体育大会 
・青色防犯パトロール車両贈呈式 
・スポーツ少年団体力テスト会 
・泉南市 PTA 協議会ソフトバレーボール大会 
・第 43 回泉州地区少年野球大会 
・泉南市人権啓発推進協議会 40 周年記念式典講演会 
・泉南市小学校連合記録会 
・第 49 回大阪府人権教育研究泉南大会 
・第 35 回りんくうマラソン大会 
・泉南市こども夢事業 
・ちびっこずもう泉南場所 
・大阪府小学校音楽教育研究会 
・大阪府中学校音楽教育研究会 
・泉南市小学校連合音楽会 
・泉南市 PTA 協議会総会研究大会 
・ワールドマスターズゲームズ 2021 関西泉南市実行委員会設立総会 
・ワールドマスターズゲームズ 2021 関西決起大会 
・少年少女合唱団発表会 
・泉南市小学校連合音楽会 
・ふれあいメロディーコンサート 
・成人記念祭 
・消防出初式 
・スポーツ少年団駅伝大会 
・泉南市人権啓発講演会 
・泉南市 PTA 人権研修会 
・伝統文化子ども教室発表会 
・HOS20 周年記念式典 
・泉南市子ども安全大会 
・小中一貫教育先進地（新潟県三条市）視察 
・大阪水泳協会・日本水泳連盟会談 
・第 4 回泉南なみはやオープングラウンドゴルフ大会 
・泉南市婦人団体協議会総会 
・三曲協会定期演奏会 
・学校園訪問（各幼稚園・小学校・中学校） 
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Ⅴ．評 価 調 書 
 
 

○評価委員会による点検・評価について 
○評価調書（点検・評価の重点項目１～21） 

・具体的施策 
・取組の効果 
・今後の課題 
・泉南市教育委員会評価委員会の主な意見 
・教育委員会の考え方 
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評価委員会による点検評価について 
泉南市教育委員会評価委員会 

 
教育委員会は、平成19年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

の一部が改正、平成20年４月から施行されたことに伴い、効率的な教育行政の

推進に資するとともに、住民への説明責任を果たすため、毎年、その権限に属す

る事務の管理及び執行状況について、点検・評価を行うこととなった。泉南市に

おける点検・評価に際し、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

ため、泉南市教育委員会評価委員会が設置され、評価委員会は、外部委員の第三

者の立場で意見を述べることとなった。 

 具体的には、教育委員会は、前年度に実施した事業及び施策の中から、重点項

目として抽出した事業及び施策について評価調書（点検・評価の重点項目）を作

成し、評価委員会に提出した。評価委員会は、それをもとに、内容や実施状況に

ついて説明を受け、不明な点については、質疑応答を通じて理解を深める中で

意見を述べ、それらを「泉南市教育委員会評価委員会の主な意見」として調書に

記述した。 

 以上の調書作成作業を経た上で、令和元年度に実施された基本方針１から６

の「就学前保育教育の充実」、「小中学校の教育力の充実」、「明るく安心できる学

習環境の整備、充実」、「安全、安心な教育環境の整備」、「生涯学習の推進」、「市

を挙げての教育施策の推進体制の確立」の順で、事業及び施策を点検・評価した

結果についての意見並びに総評を述べる。 

 

１）就学前保育教育の充実（評価調書１、２） 

園内研修や新任研修等を数多く実施し、教職員の保育力、指導力の向上に

努められ、公立幼稚園として教育水準が確保されていることは評価できる。

また、就学前施設と小学校や中学校との交流・連携は様々な形で行われてお

り、特に、支援が必要な子どもにおいても、きめ細かな対応もされており評

価できる。 
 
幼稚園施設の維持修繕を行うことにより保育教育環境を維持されている

と評価する。良好な教育環境を確保するために予算確保をしっかり行い施設

保全に努めていただきたい。 
 

２）小中学校の教育力の充実（評価調書３、４、５、６、７、８） 

小中一貫教育実務担当者会議と小中一貫教育連絡会において、各中学校

区小中一貫教育活動計画を作成するなど、取組を進められていることは評

価できる。小中学校の先生方が協同して、教育研究を進めていくことを期

待する。 
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したい。 
 
生徒指導において、「いじめアンケート」による早期発見と早期対応の体 

制作りがいじめ解消につながっていることは評価する。学校外で見られる、不 

適切な行動についても、市、青少年指導員協議会、警察関係諸機関と協議し  

ながら、青少年の健全な育成に向けた対応を期待する。 
 

学校給食において、安全安心な給食が提供されており、食育推進研修会を 

行う等、食に関する指導の向上に努められていると評価する。年度末のよう 

な突発的な臨時休校時には、余剰食材等への柔軟な対応をお願いしたい。 

 

スポーツ推進事業委員事業において、子どもたちにスポーツをするきっか  

けや、機会の提供を進めていることは評価できる。これからの取組が重要だ 

と思うので、広報活動等を強化し、スポーツに触れる子どもたちを増やして  

いただきたい。 
 

学校司書の配置により、各学校の環境が整備されつつあり、特色ある学校  

図書館づくりが進められていることは評価できる。更なる環境整備を目指し、 

学校司書の増員及び蔵書が充実されるよう予算確保に努めていただきたい。 

 
 

学力向上に向けて、各校で、組織的な授業改善の取組が進められているこ

とは評価できる。子どもたちが主体的に学ぶ姿勢を持ち、コミュニケーショ

ンを図りながら、対話的に学び、それが深い学びにつながっていくような授

業が求められおり、教育委員会には、各学校や学生生活のサポートをお願い

 
３）明るく安心できる学習環境の整備、充実（評価調書９、10、11） 

   学力向上、生徒指導等、幅広い領域で研修を実施され教職員の資質向上

に努められていることは評価できる。先輩教職員や他校教員の授業見学や

研修を一緒に受講するなどして学ぶことは教育力の向上につながるため、

更に充実することを期待する。 

 

「子どもの声制度」は、周りの人に相談できない子どもの相談場所が広が

る意義のある取組である。子どもたちに趣旨が伝わるような工夫に努めてい

ただきたい。また、本来であれば、この制度を利用せずとも子どもたちが学

校の先生方に悩みを伝え、相談ができることが大切であり、子どもの声制度

と併せて、学校生活の中で相談や対話ができる体制づくりをお願いしたい。 
 

人権教育において、各学校園の人権保育教育推進計画の中で三側面の力を

意識し、着実に取組を進めていることは評価できる。一方、調整区解消につ

いては、非常に難しい問題であるため、今後も粘り強く進めていただきたい。 
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４）安全、安心な教育環境の整備（評価調書12、13） 

ブロック塀の改修や空調設備の設置等、教育環境の整備が推進されている

ことは評価する。老朽化が顕著な施設が多く、施設の維持修繕が必要である

ので、予算確保とともに、施設保全に努めていただきたい。 
 

通学路の安全対策のため、泉南市通学路安全対策推進協議会を開催し、相

互の情報共有や危険箇所の点検等を実施し改善を図っていることは評価す

る。通学路の見守り活動していただいている方々の高齢化が進み、少なくな

ってきているので、新たな取組も模索していただきたい。 

 

５）生涯学習の推進（評価調書14、15、16、17、18、19） 

青少年センターにおいて、元気広場や様々な講座、イベント等数多くの取

組をされており、安全で安心な子どもの居場所を展開できていると評価する。

また、青少年センターの運営について、子どもたち自身が考え、企画、運営

する取組は、生活面や行動面につながる取組であり、子どものエンパワーメ

ントを引き出す取組として高く評価する。 

 

文化遺産の活用において、歴史・文化に触れる機会を提供し、歴史・文化

を理解、認識する契機を提供していることは評価する。市民協働や域学連携

により、文化財活用の担い手を育成する工夫も評価できる。泉南市の文化遺

産の周知や活用を、埋蔵文化財センターを中心に行っていただきたい。 

 

生涯スポーツの普及振興のため、様々な取組をされていることは評価する。

少子高齢化により取組への参加人数が年々厳しくなっていると思うが、参加

が少ない世代を巻き込むような工夫をお願いしたい。 

 

公民館は、地域住民にとって最も身近な文化芸術活動や生涯学習の大切な

場であり、公民館活動が更に充実することを期待する。社会人や御高齢の方

の利用が多いと思うが、子どもたちが参加できるようなイベントや催し物を

計画し、子どもたちにも活用してもらう工夫をお願いしたい。 

 

図書館が地域の情報拠点だけでなく憩いの場等になっていることがうか

がえ、評価できる。今後とも市民や子どもたちが本に触れる機会、読書に親

しむ機会が増えるように努めていただきたい。 
 

留守家庭児童会において、職員の資質の向上に努められており、また、職

員の勤務体制を工夫することで、開所時間を延長し、利便性を向上させてい

ることは評価する。 
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６）市を挙げての教育施策の推進体制の確立（評価調書20、21） 

せんなん子ども会議は、子どもの権利条例の周知啓発、子どもの意見表明

の場、まちづくりへの参加等の重要な役割を担っており、年々上昇する認

知度も踏まえ、高く評価できる。会議に参加していた子どもたちが大学生

になり、スタッフとして戻ってこられたことは、非常に良い傾向だと思う。

これが長く続き、スタッフが充実し、子どもたちのエンパワーメントを引

き出す取組を期待する。 
 
就学援助の制度について、小学生の入学準備金が入学前の３月に支給さ

れるようになったことは、保護者や子どもにとっては大変意義がある。御

家庭の経済状態が子どもたちの教育に影響することがないように、今後も

支援をお願いしたい。 
 

７）総評 

教育委員会では、教育振興基本計画の基本理念を実現するため、６つの基

本方針を定め、様々な具体的施策や事業を展開している。そのうちの重点項

目について今回意見を述べさせていただいたが、教育委員会の各施策に対

する自己点検、効果や課題の整理、今後の方向性の検証が適切に行われてい

ることは評価できる。 

教育委員会の各課においては、重点項目以外の取組についても自己点検を

行い、取組の効果や今後の課題を検証することもお願いしたい。 

また、来年度の点検・評価では、今回の評価委員会で報告された課題の解

消に向けた取組の「ねらい・内容・結果」が確認しやすい評価調書の作成を

お願いしたい。 

教育委員会が所管する施策は、未来の泉南市を担う子どもを育てることに

直結するので市民（保護者）の教育に対する関心や要望、期待などが大きい。 

財政状況が厳しい中で限られた予算を活用し、事業を精選し、喫緊の教育

課題に取り組むなど一般的によく努力されているが、更なる創意工夫をする

ことによって教育環境の整備を積極的に推進されることを願っている。 

次年度以降も今年度の効果の高い事業や取組を継承するとともに、やり残

した課題を改善し、新たな視点で施策を立案して泉南市の教育行政が充実・

発展していくことを期待する。 
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振

り
返

り
と

と
も

に
自

己
評

価
の

内
容

を
学

年
ご

と
に

分
析

、
グ

ラ
フ

化
等

で
見

え
る

化
し

、
課

題
の

認
識

を
共

有
化

し
た

上
で

、
次

年
度

の
研

究
課

題
・

自
己

研
究

目
標

に
生

か
し

た
。

基
本

方
針

１
．

就
学

前
保

育
教

育
の

充
実

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

)

施
策

項
目

具
体

的
施

策

園
内

研
修

、
初

任
者

研
修

、
２

年
目

研
修

等
の

提
案

保
育

の
中

で
環

境
構

成
、

援
助

、
学

級
づ

く
り

等
に

対
し

て
指

導
助

言
を

行
い

、
教

職
員

の
保

育
力

・
指

導
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

こ
れ

ま
で

公
立

幼
稚

園
が

基
盤

に
し

て
き

た
人

権
保

育
の

視
点

を
盛

り
込

む
と

と
も

に
幼

稚
園

運
営

に
お

い
て

留
意

す
べ

き
事

項
の

「
園

内
研

修
の

充
実

」
「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
評

価
」

を
加

え
た

「
泉

南
市

立
幼

稚
園

教
育

課
程

」
を

改
訂

し
た

。

泉
南

市
に

お
け

る
就

学
前

機
関

と
小

学
校

の
交

流
・

連
携

を
よ

り
一

層
推

進
し

、
接

続
に

向
け

て
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
）

の
編

成
を

推
進

し
た

。

各
小

学
校

で
は

、
就

学
前

機
関

に
対

し
て

、
新

入
学

児
の

授
業

参
観

、
引

継
ぎ

、
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
と

と
も

に
、

就
学

前
機

関
で

は
、

市
内

統
一

し
て

一
日

体
験

入
学

の
ほ

か
、

各
小

中
学

校
の

訪
問

や
交

流
を

実
施

し
た

。

各
中

学
校

区
で

は
、

中
学

校
単

位
で

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、

取
組

の
充

実
を

図
っ

た
。

取
組

の
効

果
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○ ○

新
入

学
児

の
各

々
の

交
流

は
、

全
校

園
所

で
実

施
し

て
い

る
。

保
幼

こ
小

連
携

推
進

会
議

で
は

、
幼

児
期

や
小

学
校

入
学

時
期

の
子

ど
も

の
実

態
や

保
護

者
の

不
安

等
の

共
有

化
を

行
っ

た
。

各
校

園
所

は
そ

の
実

態
に

基
づ

い
て

、
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
策

定
に

着
手

し
た

。

幼
児

期
の

生
活

か
ら

小
学

校
生

活
へ

の
移

行
を

円
滑

に
す

る
こ

と
や

、
遊

び
か

ら
学

び
に

つ
な

が
る

力
、

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
各

校
園

所
で

行
っ

て
い

る
取

組
な

ど
に

つ
い

て
交

流
す

る
こ

と
で

そ
の

取
組

を
各

校
園

所
で

共
有

し
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
小

学
校

教
育

へ
の

円
滑

な
接

続
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

○ ○ ○

小
学

校
教

育
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
と

、
就

学
前

教
育

の
「

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

1
0
の

姿
」

に
つ

い
て

共
通

理
解

し
、

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
研

究
を

行
っ

て
い

く
。

泉
南

市
立

幼
稚

園
教

育
課

程
に

基
づ

き
、

各
幼

稚
園

で
の

教
育

課
程

を
作

成
・

実
践

を
重

ね
な

が
ら

、
次

回
の

再
編

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

。

幼
児

の
自

発
的

な
活

動
と

し
て

の
遊

び
や

直
接

体
験

及
び

協
働

し
て

遊
ぶ

経
験

等
を

重
ね

る
こ

と
が

、
小

学
校

以
降

の
生

活
や

学
習

の
基

盤
と

な
る

こ
と

を
、

就
学

前
機

関
と

小
学

校
と

で
共

通
理

解
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

就
学

前
機

関
と

小
学

校
と

が
し

っ
か

り
連

携
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
、

高
く

評
価

す
る

。

保
護

者
の

人
に

よ
っ

て
は

、
相

当
時

間
の

か
か

る
方

が
お

ら
れ

、
学

校
の

選
択

で
悩

ま
れ

る
方

も
お

ら
れ

、
一

様
に

時
間

の
か

か
る

作
業

に
な

る
中

で
、

一
人

一
人

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
な

が
ら

考
え

て
い

く
と

な
る

と
、

一
人

の
指

導
主

事
で

1
0
0
を

超
え

る
ケ

ー
ス

を
対

応
さ

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
な

の
で

、
人

数
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
保

護
者

の
方

に
と

っ
て

も
い

い
形

に
な

る
と

思
う

。

幼
児

教
育

の
視

点
で

、
支

援
の

必
要

な
子

ど
も

、
保

護
者

の
方

に
、

早
い

段
階

で
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

幼
小

の
連

携
、

小
中

の
連

携
を

図
り

、
今

後
の

教
育

に
も

生
か

せ
る

よ
う

、
ま

す
ま

す
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

国
や

大
阪

府
、

隣
の

和
歌

山
県

で
も

作
成

し
て

い
る

の
で

、
他

府
県

の
も

の
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

子
ど

も
た

ち
の

実
態

や
、

地
域

の
実

態
に

応
じ

た
も

の
を

目
指

し
て

い
た

だ
け

た
ら

と
思

う
。

小
中

接
続

に
つ

い
て

は
、

教
育

委
員

会
の

指
導

主
事

が
教

職
員

に
ア

ド
バ

イ
ス

し
な

が
ら

連
携

で
き

て
い

る
と

こ
ろ

は
評

価
す

る
。

○ ○ ○ ○ ○泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

今
後

の
課

題
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教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○ ○

就
学

前
機

関
と

小
学

校
と

の
連

携
は

、
保

幼
こ

小
連

携
会

議
だ

け
で

な
く

、
入

園
前

や
担

任
決

定
後

の
引

継
ぎ

、
参

観
等

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

引
き

続
き

行
っ

て
い

く
。

保
護

者
に

対
し

て
早

い
段

階
で

の
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

幼
稚

園
で

実
施

し
て

い
る

「
親

子
登

園
」

や
「

園
庭

開
放

」
等

の
未

就
園

児
対

象
の

事
業

に
お

い
て

、
子

育
て

の
中

で
感

じ
て

い
る

“
困

り
感

”
を

聞
き

と
っ

た
り

す
る

機
会

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

入
園

後
、

専
門

機
関

に
つ

な
ぐ

こ
と

で
、

保
護

者
と

と
も

に
子

ど
も

の
発

達
を

一
緒

に
見

守
っ

て
い

け
る

体
制

づ
く

り
を

積
極

的
に

進
め

、
就

学
時

に
は

３
年

間
の

記
録

を
も

と
に

引
き

継
ぎ

を
行

う
な

ど
、

ス
ム

ー
ズ

な
就

学
が

で
き

る
よ

う
更

に
連

携
を

深
め

る
。

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

保
幼

こ
小

連
携

会
議

を
中

心
と

し
て

、
国

や
大

阪
府

、
近

隣
市

町
村

等
の

取
組

を
参

考
に

し
な

が
ら

、
子

ど
も

や
地

域
の

実
態

に
応

じ
た

も
の

を
作

成
で

き
る

よ
う

進
め

て
い

き
た

い
。
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教
育

総
務

課

○ ○ ○

園
児

の
使

用
頻

度
が

高
く

、
劣

化
が

顕
著

で
あ

っ
た

床
面

全
面

の
ワ

ッ
ク

ス
が

け
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

良
好

な
教

育
環

境
の

維
持

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

あ
お

ぞ
ら

幼
稚

園
に

お
い

て
、

民
間

事
業

者
と

協
働

し
て

園
庭

に
芝

生
を

敷
く

「
し

ば
ふ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
良

好
な

保
育

教
育

環
境

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
各

幼
稚

園
施

設
に

お
い

て
、

特
に

園
児

の
使

用
頻

度
が

高
い

箇
所

に
つ

い
て

は
、

そ
の

劣
化

具
合

を
注

視
し

つ
つ

、
適

切
な

時
期

に
補

修
等

を
実

施
し

て
一

定
の

水
準

を
維

持
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
２

)

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

幼
稚

園
運

営
に

支
障

の
な

い
よ

う
、

ま
た

良
好

な
保

育
教

育
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
幼

稚
園

施
設

の
保

守
点

検
、

施
設

警
備

そ
の

他
維

持
管

理
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
な

改
修

工
事

な
ど

の
保

全
整

備
を

実
施

し
た

。
（

１
）

幼
稚

園
管

理
事

業
　

 
1
,
5
1
9
万

8
,
0
0
0
円

　
　

・
需

用
費

　
9
5
7
万

4
,
0
0
0
円

　
　

・
委

託
料

　
4
3
4
万

3
,
0
0
0
円

（
２

）
施

設
保

全
整

備
事

業
　

1
9
5
万

9
,
0
0
0
円

　
　

・
需

用
費

　
 
 
9
1
万

6
,
0
0
0
円

１
．

就
学

前
保

育
教

育
の

充
実

③
保

育
教

育
環

境
の

整
備

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

教
育

委
員

会
の

考
え

方

〇 〇○ ○ ○

く
す

の
き

幼
稚

園
は

新
築

、
あ

お
ぞ

ら
幼

稚
園

は
改

修
を

し
て

い
る

と
は

い
え

、
今

後
も

経
年

劣
化

に
よ

り
修

繕
費

が
必

要
と

な
る

の
で

、
予

算
の

確
保

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

雨
漏

り
に

よ
り

、
躯

体
に

水
が

回
り

、
床

も
腐

食
す

る
等

の
事

態
が

発
生

す
る

こ
と

に
な

る
。

早
め

の
補

修
・

修
繕

は
大

事
で

あ
り

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

も
適

宜
行

わ
な

け
れ

ば
、

も
つ

建
物

も
も

た
な

く
な

る
。

施
設

を
使

用
し

て
い

る
人

が
一

番
よ

く
わ

か
っ

て
い

る
た

め
、

現
場

の
声

を
聞

き
、

施
設

の
保

全
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

施
設

管
理

部
門

だ
け

で
な

く
、

日
常

的
に

使
用

し
て

い
る

備
品

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
も

大
事

。
修

繕
予

算
は

少
な

い
と

感
じ

る
。

施
設

の
不

具
合

に
対

し
て

、
子

ど
も

の
安

全
を

確
保

で
き

る
よ

う
迅

速
な

補
修

・
修

繕
に

努
め

る
と

と
も

に
、

限
ら

れ
た

財
源

の
中

、
施

設
保

全
に

要
す

る
予

算
の

拡
充

に
努

め
て

い
く

。

幼
稚

園
と

の
情

報
共

有
を

密
に

し
て

、
施

設
・

備
品

の
適

切
な

維
持

管
理

に
努

め
る

よ
う

意
識

の
向

上
を

図
り

、
快

適
な

保
育

教
育

環
境

の
確

保
に

努
め

る
。
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人
権

国
際

教
育

課

○ ○ ○
小

中
一

貫
教

育
連

絡
会

及
び

小
中

一
貫

教
育

実
務

担
当

者
会

に
お

い
て

、
各

中
学

校
区

小
中

一
貫

教
育

活
動

計
画

を
作

成
し

、
他

の
中

学
校

区
と

交
流

す
る

こ
と

に
よ

り
、

取
組

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
第

一
回

小
中

一
貫

教
育

実
務

担
当

者
会

　
平

成
3
1
年

４
月

2
5
日

（
木

）
　

第
一

回
小

中
一

貫
教

育
連

絡
会

　
　

　
　

令
和

元
年

６
月

1
7
日

（
月

）
　

第
二

回
小

中
一

貫
教

育
連

絡
会

　
　

　
　

令
和

２
年

３
月

2
5
日

（
水

）
　

第
二

回
小

中
一

貫
教

育
実

務
担

当
者

会
　

令
和

２
年

３
月

2
6
日

（
木

）

○ ○

各
中

学
校

区
と

も
、

年
１

～
２

回
の

全
体

会
議

と
、

教
科

や
テ

ー
マ

に
分

か
れ

た
年

数
回

の
部

会
を

開
催

し
、

各
中

学
校

区
の

子
ど

も
の

実
態

か
ら

特
色

あ
る

取
組

を
展

開
す

る
な

ど
、

活
発

に
活

動
し

て
い

る
。

今
後

は
、

こ
れ

ま
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

り
中

心
の

活
動

か
ら

、
教

職
員

同
士

の
交

流
を

視
野

に
入

れ
た

公
開

授
業

や
研

究
授

業
の

実
施

を
求

め
て

い
き

た
い

。

就
学

前
保

育
教

育
機

関
と

の
連

携
や

、
様

々
な

取
組

を
全

市
に

広
げ

て
い

く
。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
３

）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

泉
南

市
教

育
振

興
基

本
計

画
を

受
け

、
平

成
2
9
年

３
月

の
教

育
問

題
審

議
会

答
申

「
計

画
の

理
念

実
現

を
図

る
学

校
規

模
適

正
化

を
含

め
た

学
校

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
に

お
い

て
、

「
泉

南
市

の
子

ど
も

た
ち

の
生

き
る

力
と

確
か

な
学

力
を

育
成

す
る

た
め

、
今

後
4
0
年

間
を

目
途

に
、

児
童

生
徒

数
の

推
移

、
建

物
の

耐
用

年
数

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
す

べ
て

の
小

学
校

と
中

学
校

を
小

中
一

貫
校

と
す

る
こ

と
を

め
ざ

す
」

と
い

う
方

針
が

示
さ

れ
た

。

全
中

学
校

区
で

立
ち

上
げ

た
小

中
一

貫
教

育
推

進
組

織
に

お
い

て
、

各
中

学
校

区
の

「
め

ざ
す

子
ど

も
像

」
を

軸
に

、
保

幼
こ

小
中

の
連

携
を

含
め

た
小

中
一

貫
教

育
を

推
進

し
た

。

※
小

中
一

貫
教

育
と

は
「

小
中

連
携

教
育

の
う

ち
、

小
・

中
学

校
段

階
の

教
員

が
目

指
す

子
ど

も
像

を
共

有
し

、
９

年
間

を
通

じ
た

教
育

課
程

を
編

成
し

、
系

統
的

な
教

育
を

目
指

す
教

育
」

で
あ

る
。

２
.
小

中
学

校
の

教
育

力
の

充
実

①
小

中
一

貫
教

育
を

視
野

に
入

れ
た

連
携

の
推

進
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○

小
中

一
貫

教
育

を
小

中
一

貫
校

と
し

て
捉

え
て

い
る

市
民

が
た

く
さ

ん
お

ら
れ

る
の

で
、

小
中

一
貫

教
育

に
つ

い
て

丁
寧

な
説

明
が

必
要

で
あ

る
。

泉
南

市
教

育
研

究
会

と
し

て
小

中
一

貫
教

育
に

つ
い

て
や

、
小

学
校

、
中

学
校

の
先

生
方

が
一

緒
に

教
育

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

現
在

検
討

さ
れ

て
い

る
小

中
一

貫
校

の
実

態
と

し
て

、
教

職
員

が
同

じ
職

員
室

に
い

て
も

、
結

局
、

小
学

校
課

程
と

中
学

校
課

程
の

教
職

員
の

間
に

距
離

感
が

生
ま

れ
て

し
ま

っ
た

り
、

行
事

を
別

々
に

開
催

し
て

い
て

、
た

だ
同

じ
場

所
に

建
っ

て
い

る
だ

け
と

い
う

よ
う

な
事

例
が

あ
り

、
課

題
や

解
決

し
な

い
と

い
け

な
い

問
題

が
た

く
さ

ん
あ

る
。

実
現

す
る

な
ら

ば
、

９
年

間
を

通
し

て
子

ど
も

た
ち

を
見

て
い

く
よ

う
な

教
育

課
程

を
目

指
す

こ
と

を
念

頭
に

、
計

画
し

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
う

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

各
学

校
園

の
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

や
そ

の
他

保
護

者
の

集
ま

る
場

で
本

市
の

進
め

る
小

中
一

貫
教

育
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

実
施

し
た

。
今

後
は

、
現

在
検

討
中

の
泉

南
市

立
小

中
学

校
再

編
計

画
（

複
数

原
案

）
の

中
で

、
具

体
的

に
示

す
と

と
も

に
、

各
学

校
区

に
お

い
て

説
明

会
を

実
施

し
、

市
民

の
皆

様
の

理
解

を
深

め
て

い
き

た
い

。

中
学

校
区

ご
と

に
「

め
ざ

す
子

ど
も

像
」

を
軸

に
保

幼
こ

小
中

の
連

携
を

含
め

た
小

中
一

貫
教

育
を

進
め

て
き

て
お

り
、

今
後

も
小

中
９

年
間

を
通

し
て

子
ど

も
た

ち
を

育
む

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
を

計
画

的
に

進
め

て
い

き
た

い
。

そ
の

た
め

に
、

中
学

校
区

ご
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
併

せ
て

、
保

護
者

、
地

域
の

方
と

「
め

ざ
す

子
ど

も
像

」
を

共
有

し
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

で
子

ど
も

の
育

ち
を

見
守

る
シ

ス
テ

ム
も

、
小

中
一

貫
教

育
に

は
必

要
で

あ
り

、
構

築
に

向
け

取
組

を
進

め
て

い
く

。
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指
導

課

②
学
力
の
向
上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
　
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査
か
ら
（
肯

定
的

回
答
　
H
2
9
→
H
3
0
→
R
1
)

・
自
ら
考
え

、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
 
小
学
校
:
7
0
.
5
%
→
6
3
.
8
%
→

7
5
.
9
%

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
中
学
校
:
7
0
.
0
%
→
6
8
.
3
%
→

7
0
.
7
%

・
話
し
合
う

活
動
を
よ
く
行
っ
た
　
　
　
　
 
小
学
校
:
7
8
.
1
%
→
7
1
.
9
%
→

8
3
.
0
%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
学
校
:
8
0
.
7
%
→
6
9
.
3
%
→

6
3
.
5
%

ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
各
校
の
取
組
の
点
検
を
行

い
、

再
構
築
す

る
こ

と
で
学
力

向
上

の
取
組

の
推
進
に
つ

な
が
っ
た
。

学
力
向
上
担

当
者
会
に
お
い
て
、
互
い
に
取
組
を
交
流
す
る
こ

と
で

各
校
の
質

の
向

上
に
つ
な

が
っ

た
。

研
修
の
機
会

を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
の
授
業
づ
く

り
及

び
授
業
改

善
へ

の
意
欲
が

高
ま

っ
た
。

○ ○

各
学
校
の
取

組
が
、
児
童
生
徒
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
継

続
的

に
検
証
し

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク

ル
の
中

で
取
組
を
続

け
る
。

経
験
年
数
の

少
な
い
教
職
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
教
育

委
員

会
と
し
て

継
続

的
に
指
導

力
向

上
に
向

け
た
取
組
を

継
続
す
る
。

取
組
の
効
果

今
後
の
課
題

施
策

項
目

具
体
的
施
策

各
校
が
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
を
踏
ま
え
て
、

課
題

に
応
じ
た

各
学

校
ス
タ
ン

ダ
ー

ド
・
活

性
化
計
画
を

作
成
し
、
授
業
改
善
な
ど
に
組
織
的
に
取
り
組
ん

だ
。

学
力
向
上
に

向
け
た
各
校
の
取
組
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た

。
（
５
月

、
７

月
、
1
1
月

）

学
力
向
上
担

当
者
会
に
お
い
て
各
校
の
課
題
と
取
組
を
交
流
す

る
こ

と
で
各
校

の
取

組
を
促
進

し
た

。
（
5
/
2
4
、
6
/
2
7
、
1
1
/
1
9
、
2
/
2
5
＜

中
止
＞

）

各
学
校
が
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
、
課
題
解
決
に
向
け

た
授

業
実
践
研

究
を

行
う
な
ど

「
学

力
向
上

３
か
年
計
画

」
を
立
案
し
、
研
修
等
を
取
り
入
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

語
学

力
や
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
能

力
の
育

成
を
図
る
取

組
の
一
つ
と
し
て
、
「
実
用
英
語
技
能
検
定
」
を

泉
南

中
学
校
を

準
会

場
と
し
て

実
施

し
た
。

（
1
0
/
6
）

基
本
方
針

２
．

小
中
学

校
の
教
育

力
の

充
実

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
４

)
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○ ○

若
手

の
教

職
員

に
自

信
や

や
り

が
い

を
感

じ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

教
育

委
員

会
の

サ
ポ

ー
ト

及
び

学
校

内
で

の
Ｏ

Ｊ
Ｔ

が
必

要
だ

と
思

う
。

各
学

校
の

校
長

を
は

じ
め

先
輩

教
職

員
が

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
け

る
よ

う
な

体
制

づ
く

り
を

お
願

い
し

た
い

。

学
力

の
捉

え
方

が
、

定
期

テ
ス

ト
や

学
力

テ
ス

ト
で

計
測

で
き

る
数

値
的

な
学

力
に

特
化

し
て

い
る

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
を

持
つ

。
国

が
目

指
し

て
い

る
の

は
数

値
だ

け
で

は
な

く
、

思
考

力
や

判
断

力
、

主
体

的
に

学
ぶ

力
で

あ
る

の
で

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
を

伸
ば

す
教

育
を

目
指

し
て

欲
し

い
。

リ
モ

ー
ト

授
業

に
な

っ
た

場
合

、
発

信
す

る
側

の
教

職
員

の
能

力
、

施
設

の
設

備
が

整
っ

て
い

な
い

と
う

ま
く

い
か

な
い

の
で

、
発

信
す

る
教

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、

施
設

の
整

備
も

気
を

つ
け

て
い

た
だ

き
た

い
。

子
ど

も
た

ち
が

主
体

的
に

学
ぶ

姿
勢

を
持

ち
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

な
が

ら
、

対
話

的
に

学
び

、
そ

れ
が

深
い

学
び

に
つ

な
が

っ
て

い
く

よ
う

な
授

業
が

求
め

ら
れ

お
り

、
教

育
委

員
会

に
は

、
各

学
校

や
学

生
生

活
の

サ
ポ

ー
ト

を
お

願
い

し
た

い
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○ ○

生
徒

指
導

や
授

業
づ

く
り

等
の

各
局

面
で

、
様

々
な

研
修

で
学

ん
だ

理
論

や
実

践
を

活
用

・
反

映
で

き
る

よ
う

、
首

席
や

指
導

教
諭

等
を

活
用

し
た

日
常

的
な

Ｏ
Ｊ

Ｔ
の

推
進

に
一

層
努

め
て

い
き

た
い

。

子
ど

も
一

人
一

人
の

「
確

か
な

学
力

」
の

育
成

を
図

る
た

め
、

そ
の

目
標

を
実

現
で

き
る

よ
う

指
導

計
画

を
立

て
て

取
り

組
ん

だ
り

、
学

力
や

学
習

状
況

に
関

す
る

結
果

を
活

用
す

る
な

ど
、

児
童

・
生

徒
の

学
習

の
状

況
を

詳
細

に
把

握
、

分
析

し
、

そ
の

成
果

と
課

題
に

即
し

た
取

組
を

着
実

に
進

め
て

ま
い

り
た

い
。

ま
た

、
学

習
評

価
に

つ
い

て
も

、
「

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性
等

」
の

子
ど

も
が

持
つ

内
面

部
分

に
対

す
る

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

も
、

市
教

委
と

教
員

で
研

究
を

進
め

て
い

く
。

学
校

に
対

し
て

、
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

を
行

う
よ

う
指

導
す

る
と

と
も

に
、

学
習

指
導

に
当

た
っ

て
は

、
学

校
全

体
で

指
導

形
態

や
指

導
体

制
を

工
夫

す
る

等
、

子
ど

も
一

人
一

人
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

を
図

る
よ

う
指

導
し

て
い

く
。
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る
と
き
の
約
束
等
を
示
し

た
。
 

指
導

課

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

い
じ
め
に
対
し
て
積
極
的
に
認

知
し

、
適

切
に
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
だ
。

・
い
じ
め
の
認
知
件
数

　
小
学
校
4
3
件
（
う
ち
解
消
率

6
7
.
4
％
＊

）
、
中
学
校
7
9
件
（
う
ち
解
消
率
5
0
.
6
％
＊
）

　
＊
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
年
度
末

調
査

を
実

施
で
き
ず
。

定
期
的
に
学
校
を
巡
回
訪
問
し

、
気

に
な

る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
と
関
係
機
関
と
で

早
期
に
情
報
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な

対
応

に
結

び
つ
い
た
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
、
不
登
校
に
つ
な

が
る
可
能
性
が

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て
、
教
職
員
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

学
校
関
係
者
や
保
護
者
が
、
子

ど
も

の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
見
直
し
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

○ ○

各
校
で
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

に
沿

っ
た

取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
そ
の
取

組
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
や
や

増
加

傾
向

を
示
し
て
い
る
中
で
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
背

景
は
、
多
様
・

複
雑
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

実
情

に
応

じ
た
適
切
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ

る
。

⑤
生
徒
指
導

の
充
実

取
組
の
効
果

今
後
の
課
題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
５

）

基
本
方
針

施
策
項
目

具
体
的
施
策

各
学
期
に
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
」

を
実

施
し
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
と
と
も
に
、

い
じ
め
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
進
め
た
。

家
庭
児
童
相
談
室
、
子
ど
も
総

合
支

援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
「
つ
ば
さ
」
の
指
導
員
と
指

導
主
事
に
よ
る

支
援
対
象
児
童
等
学
校
訪
問
を

実
施

し
た

。
（
６
月
、
1
1
月
、
２
月
＜
中
止
＞
）

不
登
校
担
当
教
員
研
修
会
を
実

施
し

た
。

（
４
月
、
７
月
、
1
1
月
）

「
泉
南
市
小
中
学
校
ス
マ
ー
ト

フ
ォ

ン
等

取
扱
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
全
て
の
学

校
関
係
者
や
保

護
者
等
に
対
し
、
学
校
に
持
ち

込
む

と
き

の
ル
ー
ル
や
保
護
者
が
子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
を
持
た
せ

２
．

小
中
学

校
の
教
育

力
の

充
実
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○

指
導

の
難

し
さ

は
あ

る
が

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
よ

る
相

談
窓

口
を

今
後

の
課

題
と

し
て

認
識

し
て

ほ
し

い
。

夜
の

泉
南

Ｌ
Ｏ

Ｎ
Ｇ

　
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｋ
は

、
危

険
を

は
ら

ん
で

い
る

所
に

な
っ

て
い

る
。

実
際

、
夜

間
に

お
け

る
子

ど
も

だ
け

で
の

外
出

、
未

成
年

者
の

た
ば

こ
や

飲
酒

が
行

わ
れ

て
い

た
事

案
が

あ
る

の
で

、
市

、
青

少
年

指
導

員
協

議
会

、
警

察
関

係
諸

機
関

と
協

議
し

な
が

ら
、

青
少

年
の

健
全

な
育

成
に

向
け

た
対

応
に

つ
い

て
、

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

対
す

る
苦

情
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
が

安
全

の
確

保
に

向
け

て
関

わ
り

を
持

っ
て

い
け

る
よ

う
な

取
組

を
、

現
状

を
把

握
の

上
、

関
係

機
関

と
調

整
し

、
対

応
を

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○ ○ ○

Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

よ
る

相
談

窓
口

に
つ

い
て

は
、

府
が

設
置

し
て

い
る

「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
相

談
」

や
「

す
こ

や
か

教
育

相
談

」
等

の
相

談
窓

口
を

周
知

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

学
校

体
制

づ
く

り
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

く
。

泉
南

Ｌ
Ｏ

Ｎ
Ｇ

　
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｋ
に

お
け

る
夜

間
の

未
成

年
者

に
よ

る
喫

煙
や

飲
酒

の
事

実
や

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

対
す

る
苦

情
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
教

育
委

員
会

と
学

校
及

び
警

察
等

と
の

連
携

を
よ

り
密

に
し

、
情

報
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
校

園
長

会
や

生
徒

指
導

担
当

者
会

議
に

お
い

て
、

問
題

行
動

の
未

然
防

止
に

努
め

る
よ

う
指

導
し

て
い

く
。

問
題

行
動

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
教

職
員

が
児

童
・

生
徒

と
の

信
頼

関
係

に
基

づ
い

た
生

徒
指

導
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
を

図
り

、
日

頃
か

ら
一

人
一

人
の

思
い

や
気

持
ち

を
敏

感
に

受
け

止
め

な
が

ら
、

共
感

的
理

解
に

努
め

る
よ

う
指

導
し

て
い

く
。

安
全

の
確

保
に

向
け

て
関

わ
り

を
も

っ
て

い
け

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
、

日
々

の
取

組
に

お
い

て
、

全
て

の
児

童
・

生
徒

の
自

他
共

に
認

め
合

え
る

人
権

感
覚

や
き

ま
り

を
守

る
等

の
規

範
意

識
等

、
社

会
的

資
質

を
高

め
る

よ
う

指
導

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

人
間

関
係

づ
く

り
や

集
団

づ
く

り
を

行
う

な
ど

、
問

題
行

動
の

未
然

防
止

に
努

め
る

よ
う

指
導

し
て

い
く

。
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教
育

総
務

課
（

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

）

○ ○ ○ ○

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

排
気

筒
設

置
工

事
、

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

取
替

え
工

事
設

計
委

託
そ

の
他

修
繕

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
給

食
セ

ン
タ

ー
の

安
全

性
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

信
達

小
学

校
と

新
家

小
学

校
の

配
膳

室
の

牛
乳

保
冷

庫
を

入
替

え
、

ま
た

新
家

小
学

校
の

配
膳

室
へ

２
槽

シ
ン

ク
、

自
動

手
洗

い
機

を
順

次
設

置
し

た
こ

と
に

よ
り

、
配

膳
室

の
衛

生
環

境
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

大
阪

府
学

校
栄

養
士

協
議

会
と

共
同

し
て

鳴
滝

小
学

校
で

食
育

推
進

研
修

会
（

公
開

授
業

）
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

栄
養

教
諭

、
教

職
員

の
食

に
関

す
る

指
導

の
資

質
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

お
け

る
市

内
小

中
学

校
臨

時
休

業
に

伴
う

給
食

の
停

止
に

よ
り

、
多

量
の

食
材

余
剰

が
発

生
し

た
事

例
が

あ
り

、
今

後
、

余
剰

食
材

の
発

生
を

想
定

し
て

、
そ

の
再

利
用

方
法

に
つ

い
て

事
前

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
６

）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

学
校

給
食

法
を

は
じ

め
と

す
る

関
連

法
令

に
基

づ
き

、
食

育
の

推
進

と
子

ど
も

の
心

身
の

健
全

な
発

達
に

寄
与

す
る

た
め

、
小

学
校

及
び

中
学

校
へ

安
全

・
安

心
な

学
校

給
食

を
提

供
し

た
。

（
１

）
小

学
校

給
食

提
供

事
業

　
1
億

2
,
9
4
0
万

3
,
8
8
0
円

　
　

・
給

食
調

理
日

数
　

1
7
6
日

/
副

食
提

供
数

　
5
9
9
,
7
3
4
食

　
　

・
給

食
業

務
委

託
料

　
9
,
2
7
8
万

9
,
0
0
0
円

　
　

・
備

品
購

入
費

　
　

　
 
 
2
2
4
万

8
,
0
0
0
円

（
２

）
中

学
校

給
食

提
供

事
業

　
　

 
7
,
6
0
3
万

4
,
0
0
0
円

　
　

・
給

食
提

供
日

数
　

1
7
6
日

/
副

食
提

供
数

　
2
9
3
,
7
1
4
食

　
　

・
給

食
業

務
委

託
料

　
7
,
3
6
6
万

7
,
0
0
0
円

　
　

・
需

用
費

　
　

　
　

　
　

2
0
4
万

3
,
0
0
0
円

２
．

小
中

学
校

の
教

育
力

の
充

実
⑧

学
校

給
食

の
適

切
な

推
進
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ 　 ○

臨
時

休
校

に
よ

る
余

剰
食

材
を

保
育

所
に

回
す

こ
と

で
、

廃
棄

す
る

こ
と

な
く

活
用

で
き

た
こ

と
は

良
い

こ
と

で
あ

る
。

今
後

、
余

剰
食

材
が

無
駄

に
な

る
こ

と
も

あ
る

と
は

思
う

が
、

例
え

ば
、

台
風

の
よ

う
に

進
路

が
予

測
で

き
る

も
の

で
あ

れ
ば

、
休

校
措

置
を

取
っ

た
り

、
簡

易
給

食
に

変
更

す
る

な
ど

、
柔

軟
に

対
応

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

う
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

〇 〇

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
対

応
し

た
臨

時
休

校
に

伴
う

学
校

給
食

中
止

の
事

例
を

教
訓

と
し

て
、

緊
急

時
に

余
剰

食
材

を
利

活
用

し
て

も
ら

え
る

体
制

の
拡

充
に

努
め

る
。

台
風

に
伴

う
休

校
措

置
等

は
、

気
象

庁
の

警
報

発
表

状
況

を
踏

ま
え

て
当

日
に

判
断

さ
れ

る
た

め
、

１
か

月
か

ら
２

週
間

前
ま

で
に

食
材

発
注

を
完

了
し

て
い

る
学

校
給

食
に

つ
い

て
臨

機
に

対
応

す
る

こ
と

は
困

難
。
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生
涯

学
習

課

○ ○ ○ ○
参

加
小

中
学

生
に

ス
ポ

ー
ツ

を
気

軽
に

参
加

し
や

す
く

、
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

め
る

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
開

催
を

市
民

に
広

く
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑨
健

康
、

体
力

づ
く

り
の

推
進

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
７

）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

に
よ

る
わ

く
わ

く
s
p
o
r
t
s
教

室
開

催
事

業
小

中
学

生
を

対
象

に
ペ

タ
ン

ク
ゴ

ル
フ

・
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
・

卓
球

・
シ

ョ
ー

ト
テ

ニ
ス

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

サ
ー

キ
ッ

ト
（

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

・
ス

ロ
ー

ジ
ョ

ギ
ン

グ
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ヨ

ガ
）

を
各

１
回

開
催

し
た

。

ち
び

っ
こ

ず
も

う
泉

南
場

所
の

共
催

青
少

年
の

健
全

育
成

と
た

く
ま

し
い

子
ど

も
の

成
長

を
図

る
た

め
、

１
年

生
か

ら
６

年
生

ま
で

の
男

女
を

対
象

に
泉

南
市

青
少

年
指

導
員

協
議

会
主

催
に

よ
り

開
催

し
た

。
　 サ

ッ
カ

ー
市

長
杯

・
教

育
長

杯
の

開
催

少
年

、
少

女
が

ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

を
体

感
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
泉

南
地

区
の

小
学

生
を

対
象

と
し

た
サ

ッ
カ

ー
大

会
Ｕ

－
1
2
の

部
・

Ｕ
－

1
0
の

部
・

Ｕ
－

８
の

部
を

な
み

は
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

開
催

し
た

。

２
．

小
中

学
校

の
教

育
力

の
充

実
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

子
ど

も
た

ち
に

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
き

っ
か

け
や

、
機

会
を

提
供

で
き

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

こ
れ

か
ら

の
取

組
だ

と
思

う
の

で
、

広
報

活
動

等
を

し
、

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

子
ど

も
た

ち
を

増
や

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
場

の
提

供
や

、
広

報
活

動
に

取
り

組
み

、
泉

南
市

の
ス

ポ
ー

ツ
人

口
を

増
や

し
、

ス
ポ

ー
ツ

の
街

と
誇

れ
る

よ
う

に
尽

力
す

る
。
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指
導

課

○ ○ ○ ○ ○ ○

学
校
司
書
の
配
置
に
よ
り
、
子

ど
も

の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
選
書
や
、
読
み
聞
か
せ
の
充
実
な

ど
、
図
書
館
教

育
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た

。
ま

た
、

各
学
校
の
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
、
学
校
図
書

館
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

季
節

ご
と

や
新
刊
の
書
籍
の
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
、
図
書
館
利

用
に
当
た
っ
て

の
指
導
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

特
色

あ
る

学
校
図
書
館
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

泉
南
中
学
校
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て
は
、
環
境
整
備
も
合
わ
せ
て
、
市
民
か
ら
高

い
評
価
を
得
て

い
る
。

学
校
司
書
連
絡
会
に
お
い
て
、

図
書

館
利

用
指
導
の
た
め
の
紙
芝
居
づ
く
り
を
行
い
、
Ｊ
ｃ

ｏ
ｍ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
も
放
送
さ
れ
た
。
市
立
図

書
館

司
書

を
招
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
、

ま
た
、
泉
南
市
立
図
書
館
で
開

催
さ

れ
る

研
修
や
図
書
館
司
書
向
け
に
開
催
さ
れ
る
研
修
会

に
も
積
極
的
に

参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校

司
書

の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。

○ ○ ○ ○

「
読
書
セ
ン
タ
ー
」
、
「
学
習

セ
ン

タ
ー

」
、
「
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
を
構
築

す
る
学
校
図
書

館
の
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で

い
く

。

市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
1
4
校

の
学

校
図

書
館
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
は
、
学
校
司
書
の

雇
用
枠
の
拡
充

が
必
要
で
あ
る
。

学
校
司
書
の
資
質
向
上
の
た
め

、
ス

キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
会
計
年
度
任
用

職
員
で
あ
る
が

故
に
学
校
司
書
が
毎
年
入
れ
替

わ
る

こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
な
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

豊
か
な
読
書
環
境
の
た
め
、
学

校
図

書
館

の
蔵
書
数
を
十
分
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑩
読
書
活
動

の
推
進

取
組
の
効
果

今
後
の
課
題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
８

）

基
本
方
針

施
策
項
目

具
体
的
施
策

平
成
2
7
年
度
か
ら
学
校
図
書
館

法
の

一
部

が
改
正
さ
れ
、
専
任
の
学
校
司
書
を
置
く
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和

元
年

度
は

、
恒
常
的
に
学
校
図
書
館
が
充
実
し
、
児
童
生
徒

が
図
書
に
触

れ
、
読
書
意
欲
の
向
上
に
つ
な

げ
る

た
め

、
５
名
の
学
校
司
書
を
小
中
学
校
1
4
校
に
配
置
し

た
。

泉
南
中
学
校
の
新
校
舎
に
合
わ

せ
て

、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
用
の
た
め
司
書
を
１
名
常
駐

と
し
た
。

月
に
１
回
程
度
、
学
校
司
書
連

絡
会

を
開

催
し
た
。

２
．

小
中
学

校
の
教
育

力
の

充
実
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○
学

校
に

よ
っ

て
は

、
古

い
図

書
も

あ
り

、
図

書
の

入
替

え
な

ど
も

必
要

で
す

の
で

、
財

源
も

な
い

中
難

し
い

と
こ

ろ
も

あ
る

と
思

う
が

、
予

算
確

保
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○
子

ど
も

の
読

書
活

動
は

、
子

ど
も

が
言

葉
を

学
び

、
感

性
を

磨
き

、
表

現
力

を
高

め
、

創
造

力
を

豊
か

な
も

の
に

す
る

等
、

欠
く

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。

学
校

図
書

館
の

充
実

は
、

本
市

の
児

童
生

徒
に

と
っ

て
豊

か
な

価
値

観
や

考
え

方
を

備
え

る
こ

と
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

り
、

蔵
書

数
を

確
保

、
維

持
す

る
こ

と
に

よ
り

子
ど

も
た

ち
が

本
と

親
し

め
る

環
境

づ
く

り
を

図
っ

て
い

く
。
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指
導

課

○ ○ ○ ○ ○

参
加

者
は

、
泉

南
市

の
学

校
教

育
の

課
題

に
対

し
て

、
自

ら
の

視
点

と
新

た
な

課
題

に
向

き
合

い
、

研
修

成
果

の
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

を
行

っ
た

。
ま

た
、

研
修

で
学

ん
だ

内
容

を
実

践
し

、
積

極
的

に
研

修
会

等
に

お
い

て
講

師
を

務
め

る
な

ど
、

学
校

や
市

域
全

体
の

教
育

活
動

に
積

極
的

に
参

加
し

た
。

あ
ら

ゆ
る

研
修

の
機

会
を

活
用

し
、

教
職

員
に

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

素
養

で
あ

る
人

権
感

覚
や

人
権

意
識

の
育

成
が

図
ら

れ
た

。

○ ○

教
育

の
多

忙
化

に
伴

い
、

研
修

機
会

を
確

保
す

る
こ

と
が

困
難

に
な

っ
て

き
て

お
り

、
集

合
型

の
研

修
開

催
が

困
難

な
中

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

修
も

拡
大

さ
れ

、
よ

り
多

く
の

教
職

員
が

研
修

で
き

る
た

め
の

オ
ン

ラ
イ

ン
設

備
等

の
充

実
を

図
る

な
ど

、
環

境
づ

く
り

に
努

め
た

い
。

「
Ｏ

Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ

教
職

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
に

基
づ

き
、

共
通

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

、
教

員
等

の
経

験
や

適
性

、
職

責
に

応
じ

た
研

修
の

企
画

運
営

を
行

う
。

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
９

）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

学
校

が
直

面
す

る
課

題
に

組
織

的
に

対
応

し
、

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
自

律
的

に
推

進
す

る
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
や

教
職

員
の

専
門

性
向

上
を

牽
引

す
る

人
材

育
成

・
研

修
推

進
力

の
習

得
を

図
る

た
め

、
独

立
行

政
法

人
教

職
員

支
援

機
構

（
Ｎ

Ｉ
Ｔ

Ｓ
）

が
主

催
す

る
教

職
員

等
中

央
研

修
に

泉
南

市
立

学
校

教
員

を
派

遣
し

て
い

る
。

喫
緊

の
教

育
課

題
に

対
応

す
る

た
め

管
理

職
研

修
や

教
職

員
全

体
向

け
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

次
世

代
育

成
の

観
点

で
、

管
理

職
研

修
に

は
、

首
席

、
指

導
教

諭
等

、
現

場
の

教
員

の
参

加
も

募
り

、
「

学
力

向
上

」
「

生
徒

指
導

」
等

、
広

い
領

域
で

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

独
立

行
政

法
人

教
職

員
支

援
機

構
（

Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｓ

）
が

提
供

し
て

い
る

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
動

画
の

校
内

研
修

で
の

活
用

や
自

己
研

さ
ん

を
推

奨
し

た
。

３
．

明
る

く
安

心
で

き
る

学
習

環
境

の
整

備
、

充
実

①
教

職
員

の
資

質
能

力
の

向
上

取
組

の
効

果
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○
昔

で
あ

れ
ば

、
空

き
時

間
に

先
輩

教
職

員
の

授
業

を
見

に
行

き
、

自
分

の
教

育
力

の
向

上
の

た
め

に
取

り
入

れ
た

り
す

る
こ

と
も

で
き

た
が

、
今

は
、

授
業

準
備

、
生

徒
指

導
等

で
な

か
な

か
授

業
を

見
に

行
く

機
会

も
少

な
い

。
こ

ん
な

授
業

も
で

き
る

、
こ

ん
な

方
法

も
あ

る
と

い
う

こ
と

を
知

る
こ

と
は

、
教

育
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

の
で

、
泉

南
市

全
体

で
し

っ
か

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
、

各
学

校
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
中

で
力

を
つ

け
る

教
職

員
が

増
え

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○ ○ ○

社
会

の
変

化
に

対
応

で
き

る
「

学
び

続
け

る
」

教
職

員
を

組
織

的
・

継
続

的
に

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

と
り

わ
け

、
教

職
員

の
人

権
研

修
を

充
実

さ
せ

、
全

て
の

教
職

員
に

、
よ

り
確

か
な

人
権

意
識

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

管
理

職
自

ら
が

自
身

の
資

質
能

力
の

向
上

を
図

り
な

が
ら

、
次

代
の

管
理

職
・

ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
進

め
る

こ
と

も
併

せ
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

計
画

的
な

研
修

の
実

施
等

に
加

え
て

、
日

常
的

な
Ｏ

Ｊ
Ｔ

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

職
員

全
体

の
指

導
力

向
上

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
。

そ
の

際
、

教
職

経
験

年
数

の
少

な
い

教
員

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
市

内
の

学
校

間
に

お
い

て
研

修
交

流
の

機
会

を
設

け
た

り
、

メ
ン

タ
リ

ン
グ

を
活

用
す

る
な

ど
学

校
間

全
体

で
チ

ー
ム

と
し

て
取

り
組

む
よ

う
指

導
し

て
い

く
。

今
後

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

ツ
ー

ル
を

活
用

し
、

日
常

的
に

情
報

交
換

を
行

う
な

ど
、

学
校

間
を

越
え

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

組
み

を
つ

く
り

、
教

職
員

の
資

質
向

上
、

指
導

力
向

上
に

努
め

て
い

く
。

令
和

２
年

度
に

は
、

学
校

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
導

入
し

、
教

員
研

修
の

更
な

る
充

実
を

図
っ

て
い

き
た

い
。
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教
育

総
務

課

○ ○ ○

市
長

や
教

育
長

に
子

ど
も

の
具

体
的

な
声

を
届

け
る

こ
と

が
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ツ

ー
ル

と
し

て
周

知
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

２
学

期
に

入
り

、
市

長
へ

１
通

、
教

育
長

へ
１

通
合

計
２

通
の

手
紙

が
届

き
、

い
た

だ
い

た
意

見
を

踏
ま

え
、

慎
重

か
つ

丁
寧

に
対

応
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

適
切

な
解

決
に

導
く

こ
と

が
で

き
た

。

○
本

来
、

誰
に

も
相

談
で

き
な

い
子

ど
も

の
悩

み
を

聴
く

た
め

の
制

度
で

あ
る

が
、

用
紙

を
利

用
し

て
本

人
で

は
な

い
保

護
者

な
ど

が
意

見
を

述
べ

よ
う

と
す

る
事

例
が

あ
り

、
改

め
て

制
度

の
趣

旨
を

周
知

し
て

理
解

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

０
）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

子
ど

も
が

心
に

抱
え

る
様

々
な

悩
み

な
ど

を
市

長
や

教
育

長
に

直
接

届
け

る
こ

と
が

で
き

る
「

子
ど

も
の

声
制

度
」

に
基

づ
き

、
夏

季
休

業
前

の
７

月
中

旬
に

全
中

学
校

生
徒

を
対

象
と

し
て

用
紙

を
配

布
し

た
。

３
．

明
る

く
安

心
で

き
る

学
習

環
境

の
整

備
、

充
実

④
市

長
や

教
育

長
に

具
体

的
な

声
を

反
映

で
き

る
仕

組
み
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○ ○

手
紙

が
届

い
た

数
が

少
な

か
っ

た
た

め
、

誰
に

も
言

え
な

い
悩

み
を

抱
え

て
い

る
子

ど
も

が
少

な
い

と
考

え
る

こ
と

も
で

き
る

が
、

「
子

ど
も

の
声

制
度

」
の

趣
旨

が
子

ど
も

に
伝

わ
っ

て
い

な
い

、
保

護
者

か
ら

子
ど

も
に

制
度

が
周

知
さ

れ
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

周
知

方
法

を
工

夫
す

る
な

ど
、

声
が

埋
も

れ
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
な

対
応

を
お

願
い

し
た

い
。

「
子

ど
も

の
声

制
度

」
の

用
紙

の
配

布
を

依
頼

す
る

際
に

、
校

長
に

制
度

の
趣

旨
を

詳
し

く
説

明
し

て
い

く
と

の
こ

と
だ

が
、

実
際

に
子

ど
も

た
ち

に
用

紙
を

配
る

の
は

、
担

任
や

学
年

の
先

生
で

あ
る

。
校

長
か

ら
先

生
方

に
趣

旨
の

説
明

を
き

っ
ち

り
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

に
趣

旨
が

伝
わ

る
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。

本
来

で
あ

れ
ば

、
こ

の
制

度
を

利
用

せ
ず

と
も

子
ど

も
た

ち
が

学
校

の
先

生
方

に
悩

み
を

伝
え

、
相

談
が

で
き

る
こ

と
が

大
切

で
あ

り
、

子
ど

も
の

声
制

度
と

併
せ

て
、

学
校

生
活

の
中

で
相

談
や

対
話

が
で

き
る

体
制

づ
く

り
を

お
願

い
し

た
い

。

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
映

像
で

、
記

載
例

や
解

決
例

を
全

生
徒

が
わ

か
る

よ
う

な
も

の
を

作
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

趣
旨

が
伝

わ
り

、
抑

止
力

に
も

な
る

と
思

う
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

〇
中

学
生

が
「

子
ど

も
の

声
制

度
」

の
趣

旨
を

十
分

に
理

解
で

き
る

よ
う

、
校

長
へ

の
配

布
依

頼
だ

け
で

は
な

く
、

担
任

か
ら

生
徒

へ
丁

寧
に

説
明

を
行

う
な

ど
の

工
夫

を
検

討
す

る
。
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○
 
調

整
区

解
消

に
係

る
人

権
啓

発
・

人
権

教
育

の
と

り
く

み
の

推
進

プ
ラ

ン
（

「
調

整
区

解
消

推
進

プ
ラ

ン
」

）
５

年
間

の
総

括
を

受
け

、
「

人
権

行
政

推
進

プ
ラ

ン
」

、
「

人
権

教
育

推
進

プ
ラ

ン
」

、
 

「
人
権
保
育

推
進
プ
ラ

ン
」
に
、

部
落
差
別

の
基
本

構
造
で
あ
る
土
地
差
別

の
解
消
を
目
指
す
取

組
 

を
位

置
づ

け
、

再
び

差
別

事
象

を
生

起
さ

せ
な

い
た

め
の

取
組

を
、

市
の

人
権

政
策

推
進

本
部

を
中
 

人
権

国
際

教
育

課

○ ○ ○
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
に

つ
い

て
は

、
各

学
校

園
の

人
権

保
育

教
育

推
進

計
画

に
お

い
て

、
文

部
科

学
省

が
示

し
た

人
権

推
進

の
行

動
に

む
す

び
つ

く
つ

け
た

い
力

の
三

側
面

（
知

識
・

態
度

・
技

能
）

や
個

別
人

権
課

題
の

バ
ラ

ン
ス

が
意

識
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

と
と

も
に

、
「

人
と

の
出

会
い

」
を

通
し

て
生

き
方

を
考

え
る

様
々

な
取

組
が

広
ま

っ
た

。

心
に

他
部

と
連

携
し

、
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○ ○

人
権

行
政

基
本

方
針

・
推

進
プ

ラ
ン

を
踏

ま
え

、
現

実
に

在
る

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
そ

れ
に

対
し

て
行

動
で

き
る

力
の

育
成

に
向

け
て

、
各

学
校

園
で

の
人

権
教

育
保

育
の

研
究

授
業

な
ど

子
ど

も
に

直
接

届
く

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

外
国

か
ら

の
転

入
す

る
児

童
・

生
徒

が
増

加
し

、
日

本
語

指
導

、
母

語
教

育
な

ど
、

サ
ポ

ー
ト

す
る

人
の

問
題

、
教

育
内

容
な

ど
早

急
に

作
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

１
）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

「
障

害
者

差
別

解
消

法
」

、
「

ヘ
イ

ト
ス

ピ
ー

チ
解

消
法

」
、

「
部

落
差

別
解

消
推

進
法

」
を

踏
ま

え
、

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

、
全

て
の

子
ど

も
、

市
民

の
人

権
を

保
障

し
、

具
体

的
な

態
度

、
行

動
に

つ
な

が
る

学
校

、
家

庭
、

地
域

に
お

け
る

人
権

教
育

を
推

進
し

た
。

調
整

区
の

解
消

を
含

め
た

新
た

な
学

校
の

在
り

方
の

計
画

策
定

及
び

計
画

実
行

の
時

期
を

見
据

え
た

、
子

ど
も

・
保

護
者

・
市

民
へ

の
人

権
推

進
の

た
め

の
学

習
活

動
を

実
施

し
た

。

３
．

明
る

く
安

心
で

き
る

学
習

環
境

の
整

備
、

充
実

５
．

生
涯

学
習

の
推

進

⑥
調

整
区

の
解

消

①
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○

子
ど

も
た

ち
に

、
人

権
意

識
を

十
分

に
持

っ
た

人
間

に
育

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
学

校
教

育
の

方
で

し
っ

か
り

指
導

さ
れ

る
と

共
に

、
教

育
委

員
会

に
も

そ
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

っ
か

り
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

人
間

の
活

動
と

し
て

、
文

化
活

動
、

ス
ポ

ー
ツ

が
、

共
通

し
て

あ
る

と
思

う
の

で
、

そ
の

中
に

人
権

教
育

を
ど

う
盛

り
込

ん
で

い
く

か
と

い
う

こ
と

が
、

子
ど

も
た

ち
の

育
成

に
は

重
要

だ
と

思
う

。

調
整

区
解

消
に

つ
い

て
は

、
非

常
に

難
し

い
問

題
で

あ
り

、
な

か
な

か
進

ま
な

い
現

状
で

あ
る

が
、

諦
め

ず
に

粘
り

強
く

対
応

を
お

願
い

し
た

い
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

人
権

教
育

の
指

導
方

法
等

の
在

り
方

に
つ

い
て

[
第

三
次

と
り

ま
と

め
]
（

文
部

科
学

省
）

で
は

、
「

人
権

教
育

が
効

果
を

上
げ

う
る

た
め

に
は

、
ま

ず
、

そ
の

教
育

・
学

習
の

場
自

体
に

お
い

て
、

人
権

尊
重

が
徹

底
し

、
人

権
尊

重
の

精
神

が
み

な
ぎ

っ
て

い
る

環
境

で
あ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

」
と

し
て

い
る

。
学

校
教

育
の

全
て

の
場

面
で

人
権

尊
重

の
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
、

教
育

委
員

会
と

し
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き

た
い

。

調
整

区
の

解
消

を
含

め
た

調
整

区
問

題
に

つ
い

て
は

、
泉

南
市

小
中

学
校

再
編

計
画

の
策

定
を

進
め

る
中

で
、

再
び

差
別

事
象

を
生

起
さ

せ
な

い
と

い
う

決
意

の
下

、
人

権
教

育
・

啓
発

を
始

め
と

す
る

土
地

差
別

解
消

に
向

け
た

取
組

を
、

人
権

政
策

推
進

本
部

と
し

て
進

め
て

い
く

。
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教
育

総
務

課

○ ○ ○ ○ ○

学
校

施
設

の
修

繕
を

適
宜

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

良
好

な
教

育
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

小
学

校
へ

空
調

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

教
育

環
境

の
快

適
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

学
校

施
設

に
あ

っ
た

不
適

合
ブ

ロ
ッ

ク
塀

を
改

修
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

児
童

生
徒

等
の

安
全

性
を

確
保

・
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

泉
南

中
学

校
の

旧
校

舎
を

除
却

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
施

設
の

老
朽

度
と

今
後

の
児

童
生

徒
数

の
推

移
を

見
据

え
、

学
校

施
設

の
再

編
を

検
討

し
、

計
画

的
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

２
)

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

学
校

運
営

に
支

障
の

な
い

よ
う

、
ま

た
良

好
な

教
育

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

学
校

施
設

の
保

守
点

検
、

施
設

警
備

そ
の

他
維

持
管

理
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
全

普
通

教
室

へ
の

空
調

設
備

設
置

工
事

な
ど

の
必

要
な

改
修

工
事

を
実

施
し

た
。

（
１

）
施

設
保

全
整

備
事

業
　

①
小

学
校

　
５

億
7
,
7
3
9
万

5
,
3
5
0
円

　
・

学
校

施
設

等
修

繕
料

　
1
,
7
9
4
万

1
,
0
1
0
円

　
・

各
小

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

塀
改

修
、

空
調

設
備

設
置

工
事

　
５

億
5
,
0
8
4
万

1
,
9
2
0
円

　
②

中
学

校
　

　
 
3
,
0
5
6
万

9
,
3
8
7
円

　
・

学
校

施
設

等
修

繕
料

　
1
,
3
3
1
万

7
,
7
8
1
円

　
・

西
信

達
中

ブ
ロ

ッ
ク

塀
改

修
工

事
　

7
6
9
万

1
,
2
0
0
円

（
２

）
中

学
校

老
朽

化
対

策
事

業
　

・
泉

南
中

学
校

改
築

に
伴

う
関

連
工

事
　

３
億

1
,
1
4
2
万

1
,
2
0
6
円

４
．

安
全

、
安

心
な

教
育

環
境

の
整

備
①

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
安

全
安

心
な

学
校

施
設
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

安
全

な
学

校
生

活
を

維
持

す
る

た
め

の
修

繕
は

常
に

必
要

で
あ

る
が

、
大

規
模

な
改

修
工

事
の

後
、

す
ぐ

に
新

し
い

校
舎

を
建

て
て

し
ま

う
と

、
二

重
投

資
に

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

、
学

校
施

設
の

統
合

再
編

を
検

討
す

る
際

に
は

、
中

長
期

的
な

計
画

の
見

通
し

を
見

据
え

た
上

で
、

施
設

修
繕

・
工

事
の

予
算

の
執

行
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

泉
南

中
学

校
以

外
の

学
校

は
、

老
朽

化
が

顕
著

と
な

っ
て

お
り

、
修

繕
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

は
必

要
で

あ
る

の
で

、
予

算
の

確
保

は
大

切
で

あ
る

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

〇 〇

学
校

施
設

の
保

全
整

備
等

に
つ

い
て

は
、

鋭
意

作
業

を
進

め
て

い
る

小
中

学
校

再
編

計
画

の
早

期
策

定
に

努
め

、
二

重
投

資
に

な
ら

な
い

よ
う

計
画

的
に

整
備

を
進

め
る

。

学
校

施
設

の
維

持
管

理
・

修
繕

に
つ

い
て

は
、

児
童

生
徒

の
学

校
生

活
に

お
け

る
安

全
性

と
快

適
性

の
確

保
に

向
け

て
、

優
先

順
位

を
つ

け
て

適
宜

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
な

予
算

の
確

保
に

努
め

る
。
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指
導

課

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

危
険
箇
所
の
点
検
を
行
い
、
主

な
対

策
箇

所
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
広
く
注
意

喚
起
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。

「
子
ど
も
安
全
大
会
」
や
通
学

路
安

全
対

策
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
危
険
箇
所
の
情
報
交

換
や
交
通
安
全

教
育
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
交

通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
見
守
り

活
動

や
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
児
童
生
徒
の

通
学
時
の
安
全
確
保
を
強
化
す

る
こ

と
が

で
き
た
。

○ ○ ○

平
時
だ
け
で
は
な
く
、
通
学
時

の
大

規
模

災
害
を
想
定
し
た
安
全
対
策
に
つ
い
て
更
に
検
討

を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

知
識
を
深
め
る
だ
け
で
は
な
く

、
継

続
的

な
交
通
安
全
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
順
守
を
徹
底
さ
せ
る
必
要
が

あ
る

。

交
通
安
全
に
加
え
て
防
犯
の
観

点
か

ら
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
。

④
通
学
時
の

安
全
確
保

取
組
の
効
果

今
後
の
課
題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

３
)

基
本
方
針

施
策
項
目

具
体
的
施
策

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基

づ
い

て
泉
南
市
通
学
路
安
全
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催

し
、
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
危
険
箇
所
の

点
検

な
ど

を
行
っ
た
。
（
７
月
）

子
ど
も
た
ち
へ
交
通
安
全
教
育

を
広

め
る

た
め
「
子
ど
も
安
全
大
会
」
を
開
催
し
た
。
(
２
月
)

児
童
生
徒
の
登
下
校
や
放
課
後

の
安

全
を

確
保
す
る
た
め
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
関
係

団
体
が
連
携
し

て
見
守
り
活
動
や
青
色
防
犯
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実
施
し
た
。

大
阪
府
の
募
集
に
応
募
し
、
青

色
防

犯
パ

ト
ロ
ー
ル
用
車
両
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
１
台
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
．

安
全
、

安
心
な
教

育
環

境
の

整
備
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

通
学

路
で

見
守

り
の

活
動

を
さ

れ
て

い
る

方
々

も
高

齢
化

が
進

ん
で

少
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
市

民
の

自
主

的
な

活
動

に
任

せ
過

ぎ
て

い
る

と
思

う
。

新
し

い
人

材
を

確
保

し
、

危
険

な
箇

所
に

人
を

配
置

し
、

子
ど

も
た

ち
を

見
守

り
で

き
る

状
態

を
全

小
学

校
区

で
確

立
す

る
と

い
う

よ
う

な
新

た
な

取
組

を
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

。

子
ど

も
の

安
全

確
保

の
た

め
、

小
学

校
児

童
の

下
校

時
間

に
あ

わ
せ

た
「

こ
ど

も
の

見
守

り
放

送
」

に
よ

り
、

そ
ろ

そ
ろ

表
に

出
よ

う
か

と
か

、
外

を
歩

い
て

い
る

子
ど

も
の

顔
を

見
に

行
こ

う
か

等
、

協
力

し
て

く
れ

る
市

民
も

た
く

さ
ん

お
ら

れ
る

と
思

う
の

で
良

い
取

組
だ

と
思

う
。

防
災

無
線

を
活

用
し

た
定

時
一

斉
放

送
で

あ
る

の
で

、
可

能
か

ど
う

か
は

わ
か

ら
な

い
が

、
短

縮
授

業
日

な
ど

子
ど

も
の

帰
る

時
間

と
連

携
で

き
れ

ば
、

な
お

良
い

と
思

う
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

本
市

に
お

け
る

見
守

り
活

動
や

青
色

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
に

お
け

る
新

し
い

人
材

確
保

、
人

材
発

掘
に

つ
い

て
努

力
は

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

本
活

動
に

対
す

る
地

域
の

皆
様

の
御

理
解

を
い

た
だ

き
つ

つ
、

子
ど

も
た

ち
の

見
守

り
活

動
が

充
実

で
き

る
よ

う
学

校
に

対
し

て
は

、
学

校
だ

よ
り

や
Ｐ

Ｔ
Ａ

を
通

じ
て

粘
り

強
く

協
力

を
お

願
い

し
て

い
く

。

登
下

校
時

の
通

学
路

に
つ

い
て

は
、

通
学

路
に

お
け

る
緊

急
合

同
点

検
（

平
成

2
4
年

実
施

）
の

結
果

を
踏

ま
え

、
警

察
や

道
路

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
、

危
険

箇
所

に
お

け
る

安
全

対
策

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

一
層

の
安

全
確

保
に

努
め

て
い

る
と

と
も

に
、

本
市

独
自

の
取

組
の

成
果

を
生

か
し

、
今

後
も

安
全

安
心

な
通

学
路

と
評

価
し

て
い

た
だ

け
る

取
組

を
進

め
て

ま
い

り
た

い
。

ま
た

、
「

こ
ど

も
の

見
守

り
放

送
」

に
つ

い
て

は
、

危
機

管
理

課
と

連
携

し
な

が
ら

、
学

校
の

下
校

時
間

帯
に

合
わ

せ
た

放
送

が
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

く
。
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生
涯

学
習

課
（

青
少

年
セ

ン
タ

ー
）

②
教

育
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

③
青

少
年

の
健

全
育

成
の

充
実

⑨
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お
お

さ
か

元
気

広
場

推
進

事
業

で
は

、
青

少
年

セ
ン

タ
ー

の
移

転
に

伴
い

、
児

童
館

的
機

能
を

持
っ

た
元

気
広

場
事

業
を

、
青

少
年

セ
ン

タ
ー

に
加

え
市

民
交

流
セ

ン
タ

ー
で

も
実

施
し

、
従

来
の

旧
青

少
年

セ
ン

タ
ー

に
来

館
し

て
い

た
子

ど
も

た
ち

は
市

民
交

流
セ

ン
タ

ー
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

移
転

に
よ

る
影

響
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
新

た
な

地
域

か
ら

の
来

館
者

が
増

え
、

前
年

度
と

比
較

し
市

内
全

域
か

ら
の

来
館

が
あ

っ
た

。

夏
休

み
の

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

で
は

、
９

校
区

で
各

３
回

ず
つ

、
１

校
区

で
は

３
回

分
を

１
日

で
開

催
し

、
多

数
の

参
加

が
あ

っ
た

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
様

々
な

団
体

と
の

連
携

に
よ

り
、

子
ど

も
た

ち
に

は
異

年
齢

、
異

世
代

と
の

交
流

を
含

め
、

家
庭

で
は

で
き

な
い

様
々

な
体

験
活

動
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

子
ど

も
た

ち
自

身
が

や
り

た
い

企
画

を
検

討
し

た
り

、
青

少
年

セ
ン

タ
ー

や
市

民
交

流
セ

ン
タ

ー
で

の
ル

ー
ル

作
り

を
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
子

ど
も

た
ち

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

事
業

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

基
本

方
針

５
.
生

涯
学

習
の

推
進

施
策

項
目

具
体

的
施

策

学
校

、
家

庭
、

地
域

社
会

に
お

け
る

様
々

な
人

々
が

協
働

し
て

子
ど

も
の

教
育

の
た

め
に

力
を

出
し

合
う

『
教

育
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
』

の
形

成
を

図
る

た
め

、
大

阪
府

の
「

お
お

さ
か

元
気

広
場

推
進

事
業

」
を

活
用

し
、

各
地

で
子

ど
も

元
気

広
場

を
展

開
し

た
。

　 学
校

プ
ー

ル
一

般
開

放
事

業
の

代
替

事
業

と
し

て
「

夏
休

み
の

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

」
を

青
少

年
セ

ン
タ

ー
、

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
、

図
書

館
が

共
同

企
画

し
、

各
校

区
で

実
施

し
た

。

地
域

の
人

々
も

参
加

可
能

な
卓

球
や

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

学
習

相
談

会
な

ど
様

々
な

人
、

自
主

活
動

団
体

と
の

連
携

や
交

流
を

目
的

と
し

た
事

業
を

開
催

し
た

。
　 青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
る

た
め

、
様

々
な

体
験

活
動

を
行

う
と

と
も

に
、

子
ど

も
た

ち
の

安
全

・
安

心
な

居
場

所
と

な
る

講
座

、
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

開
催

に
当

た
っ

て
は

、
様

々
な

団
体

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
も

連
携

し
て

実
施

し
た

。

泉
南

市
こ

ど
も

の
権

利
条

例
に

基
づ

き
（

仮
称

）
青

少
年

運
営

会
議

、
ジ

ュ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
会

議
、

子
ど

も
会

議
と

の
連

携
な

ど
、

子
ど

も
自

身
が

意
見

を
表

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
事

業
を

行
っ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

事
業

と
し

て
臨

時
の

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

を
実

施
し

た
。

取
組

の
効

果

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

４
)
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○
 
青
少
年

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

つ
い

て
、
子

ど
も
た
ち

自
身
が
考
え

、
企
画
、

運
営
す
る

と
い
う
こ

と
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
、
生
活
面

や
行
動
面
に
つ
な
が

る
よ
う
な

取
組

で
あ

り
、

す
ご

く
良

い
取
組

で
あ
る
と

評
価
す
る
。

学
校
教
育

の
中
で
も

、
子
ど
も

た
ち
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
引
き
出

す
仕
掛
け
を
各
学
校

で
 

も
考
え

た
り

し
て

い
る

の
で

、
青

少
年
セ
ン
タ
ー

も
こ
の
取

組
を
、
是

非
、
続
け

て
い
た
だ

き
た
い

。
 

○ ○

中
学

生
の

居
場

所
と

し
て

自
習

室
の

活
用

が
進

ん
で

き
た

。

臨
時

の
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
事

業
に

お
い

て
は

、
急

な
臨

時
休

校
に

伴
い

保
護

者
が

仕
事

を
休

む
こ

と
が

で
き

ず
、

自
宅

で
子

ど
も

だ
け

で
過

ご
す

こ
と

の
で

き
な

い
小

学
生

に
つ

い
て

の
居

場
所

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○ ○

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

防
止

の
た

め
、

従
来

の
運

営
で

は
実

施
で

き
な

い
事

業
が

増
え

た
た

め
、

一
部

の
事

業
に

つ
い

て
内

容
を

変
更

し
て

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
、

新
し

い
生

活
様

式
に

即
し

た
事

業
内

容
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

中
高

生
の

居
場

所
に

つ
い

て
、

体
格

の
大

き
い

中
高

生
が

の
び

の
び

と
遊

ぶ
こ

と
の

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

が
必

要
。

中
学

校
と

の
合

築
施

設
の

た
め

、
グ

ラ
ン

ド
等

の
利

用
を

検
討

す
る

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

数
多

く
の

取
組

を
、

非
常

に
熱

心
に

や
っ

て
い

た
だ

い
て

る
と

感
じ

る
。

も
っ

と
た

く
さ

ん
の

子
ど

も
た

ち
が

、
青

少
年

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

と
思

う
。

校
区

外
の

移
動

の
制

限
も

あ
り

、
常

時
は

な
か

な
か

難
し

い
と

思
う

が
、

泉
南

市
全

体
の

子
ど

も
た

ち
が

利
用

で
き

る
よ

う
な

取
組

や
、

青
少

年
セ

ン
タ

ー
の

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
取

組
を

検
討

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

う
。

校
区

や
隣

接
校

区
以

外
の

子
ど

も
た

ち
に

は
、

全
域

を
対

象
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

や
各

学
校

で
実

施
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
事

業
を

一
層

充
実

し
、

青
少

年
セ

ン
タ

ー
の

安
全

で
安

心
な

居
場

所
事

業
を

各
地

で
楽

し
ん

で
も

ら
う

。

子
ど

も
た

ち
が

望
む

こ
と

を
、

新
し

い
生

活
様

式
に

即
し

た
無

理
の

な
い

形
で

実
現

で
き

る
よ

う
こ

れ
か

ら
も

取
り

組
ん

で
い

く
。

泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

今
後

の
課

題
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○
 
文

化
財

保
護

の
担

い
手

育
成
 

・
市

民
協

働
事

業
と

し
て

下
記

の
３

事
業

を
実

施
し

た
。
 

①
海

会
寺

ハ
ス

い
っ

ぱ
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

事
業

内
容

の
充

実
に

、
住

民
参

画
を

手
法

と
し

て
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

史
跡

公
園

及
び

埋
蔵

文
化
 

財
セ

ン
タ

ー
の

新
た

な
活

用
方

法
の

創
造

を
目

標
と

し
た

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
９

回
実

施
し

、
 

1
0
7
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

企
画

し
た

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

ハ
ス

コ
ン

サ
ー

ト
（

参
加

者
1
1
8
人

）
、
 

ハ
ス

フ
ェ

ス
タ

（
参

加
者

4
1
0
人

）
を

市
民

と
協

働
し

て
実

施
し

た
。
 

②
域

学
連

携
で

取
り

組
む

文
化

財
を

活
か

し
た

地
域

づ
く

り
 

阪
南
大

学
和
泉
ゼ
ミ

と
連
携
し

、
文
化
財
の
新
た

な
活
用
方
法
の
創
造

を
目
指
す
も
の
で
、

学
生
か
 

ら
の

プ
ラ

ン
を

受
け

、
市

民
で

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

３
回

実
施

し
、

5
2
人

の
参
 

加
が

あ
っ

た
。

具
体

的
に

は
山

田
家

住
宅

で
の

く
ら

し
体

験
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

で
め

ぐ
る

「
バ
 

ス
旅

」
を

複
数

案
企

画
し

た
。
 

③
史

跡
公

園
を

核
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
事

業
 

維
持

管
理

と
利

用
促

進
を

両
立

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

史
跡

海
会

寺
跡

広
場

の
維

持
管

理
作
 

業
を

、
施

設
で

の
イ

ベ
ン

ト
と

リ
ン

ク
さ

せ
た

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
７

回
実

施
し

、
4
5
人

の
参

加
 

が
あ

っ
た

。
企

画
し

た
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
ど

ん
ぐ

り
ま

つ
り

（
参

加
者

2
5
0
名

）
を

市
民

と
協

働
 

し
て

実
施

し
た

。
 

・
せ

ん
な

ん
か

る
た

普
及

実
行

委
員

会
と

泉
南

市
民

歴
史

倶
楽

部
へ

の
支

援
（

打
合

せ
会

場
の

提
供
 

や
情

報
提

供
）

を
実

施
し

た
。
 

生
涯

学
習

課
（

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
）

⑤
文

化
遺

産
の

保
護

、
調

査
研

究
○ ○

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

５
)

施
策

項
目

具
体

的
施

策

文
化

財
の

調
査

研
究

・
埋

蔵
文

化
財

の
発

掘
調

査
及

び
試

掘
調

査
を

1
7
件

実
施

し
た

。
・

山
田

家
住

宅
（

国
登

録
有

形
文

化
財

）
の

調
査

を
実

施
し

た
。

文
化

財
の

活
用

・
重

要
文

化
財

海
会

寺
跡

出
土

品
の

常
設

展
示

及
び

企
画

展
示

を
実

施
し

た
。

（
３

回
）

・
学

校
教

育
へ

の
協

力
、

出
張

授
業

を
実

施
し

た
。

（
3
1
回

）
・

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
で

体
験

学
習

を
実

施
し

た
。

(
９

回
)

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

実
施

し
た

。
(
市

外
の

史
跡

等
の

現
地

見
学

、
講

座
等

２
回

)
・

夏
休

み
こ

ど
も

遊
び

広
場

を
実

施
し

た
。

（
牛

乳
パ

ッ
ク

あ
そ

び
、

５
回

）
・

普
及

啓
発

活
動

に
か

か
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
活

用
し

た
。

（
1
8
人

）
・

保
管

し
て

い
る

文
化

財
の

貸
出

し
を

行
っ

た
。

（
３

回
８

点
）

・
市

民
所

有
の

文
化

遺
産

（
せ

ん
な

ん
の

た
か

ら
も

の
）

を
活

用
し

た
。

（
５

回
8
1
件

）
・

博
物

館
学

芸
員

実
習

を
受

け
入

れ
た

。
（

阪
南

大
学

５
名

）

基
本

方
針

５
．

生
涯

学
習

の
推

進
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○ ○

1
0
,
3
4
0
人

の
市

民
に

歴
史

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

協
働

や
域

学
連

携
に

よ
り

、
文

化
財

の
活

用
方

法
を

様
々

な
視

点
で

検
討

し
、

文
化

財
活

用
の

担
い

手
育

成
を

推
進

し
た

。

○ ○

少
子

高
齢

化
社

会
を

迎
え

、
文

化
財

の
保

護
と

活
用

の
担

い
手

創
出

に
つ

な
が

る
事

業
実

施
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

症
拡

大
を

見
据

え
た

、
ソ

フ
ト

事
業

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
と

、
具

体
的

な
実

施
方

法
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
参

加
人

数
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

難
し

い
と

思
う

が
、

工
夫

し
な

が
ら

、
泉

南
市

の
文

化
遺

産
の

周
知

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
埋

蔵
文

化
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

色
々

知
恵

を
絞

っ
て

、
文

化
財

を
活

用
し

て
い

た
だ

い
き

た
い

。

文
化

遺
産

の
周

知
に

つ
い

て
は

９
月

に
独

自
の

感
染

症
拡

大
防

止
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
、

学
校

園
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
や

団
体

見
学

な
ど

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
て

い
る

ほ
か

、
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

で
開

催
す

る
市

民
対

象
の

事
業

も
年

内
に

再
開

予
定

で
あ

る
。

文
化

財
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

泉
南

市
内

を
含

む
泉

南
地

域
所

在
の

歴
史

的
建

造
物

を
活

か
し

た
観

光
誘

客
（

「
い

ず
み

の
国

の
た

て
も

の
巡

礼
の

旅
」

）
事

業
の

開
始

・
運

用
に

向
け

調
整

中
で

あ
る

。

泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ 教
育

委
員

会
の

考
え

方

今
後

の
課

題

取
組

の
効

果

○ ○
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生
涯

学
習

課

⑥
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

○ ○ ○ ○ ○ ○
防

災
拠

点
管

理
運

営
事

業
災

害
時

の
大

阪
府

の
防

災
拠

点
と

し
て

の
施

設
で

あ
る

が
、

平
時

は
有

効
活

用
す

る
と

い
う

趣
旨

で
、

ス
ポ

ー
ツ

施
設

（
り

ん
く

う
体

育
館

・
公

園
広

場
・

運
動

広
場

）
と

し
て

、
一

般
利

用
者

に
開

放
し

て
い

る
。

大
阪

府
南

部
広

域
防

災
拠

点
（

り
ん

く
う

体
育

館
・

り
ん

く
う

公
園

広
場

・
り

ん
く

う
運

動
広

場
）

の
適

切
な

維
持

・
管

理
・

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
を

ス
ポ

ー
ツ

施
設

と
し

て
市

民
に

広
く

有
効

活
用

す
る

こ
と

で
、

市
民

の
体

力
、

健
康

づ
く

り
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

努
め

た
。

基
本

方
針

５
．

生
涯

学
習

の
推

進

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

６
）

施
策

項
目

具
体

的
施

策

保
健

体
育

推
進

団
体

参
画

事
業

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
を

図
る

た
め

、
府

及
び

市
町

村
が

連
合

で
、

府
内

各
地

域
（

７
ブ

ロ
ッ

ク
）

で
地

区
大

会
・

中
央

大
会

を
運

営
実

施
し

た
。

（
８

競
技

種
目

及
び

市
町

村
対

抗
駅

伝
）

市
総

合
体

育
大

会
事

業
・

り
ん

く
う

マ
ラ

ソ
ン

大
会

事
業

市
競

技
ス

ポ
ー

ツ
発

展
と

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
精

神
の

高
揚

を
図

る
た

め
、

泉
南

市
総

合
体

育
大

会
及

び
り

ん
く

う
マ

ラ
ソ

ン
大

会
を

開
催

し
た

。

「
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」

開
催

事
業

2
0
2
1
年

５
月

1
4
日

～
3
0
日

に
ア

ジ
ア

で
初

め
て

開
催

さ
れ

る
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

祭
典

で
あ

る
「

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1
関

西
」

に
お

い
て

タ
ル

イ
サ

ザ
ン

ビ
ー

チ
を

会
場

と
し

て
水

泳
競

技
（

オ
ー

プ
ン

ウ
ォ

ー
タ

ー
）

開
催

に
向

け
た

諸
準

備
を

行
っ

た
。

ま
た

泉
南

市
に

お
い

て
初

め
て

世
界

大
会

に
参

画
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

機
運

を
醸

成
し

た
。

指
定

管
理

事
業

市
民

の
体

力
、

健
康

づ
く

り
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
た

め
に

、
市

民
体

育
館

、
双

子
川

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

及
び

市
民

球
場

を
指

定
管

理
者

制
度

に
よ

り
運

営
を

行
っ

た
。

な
み

は
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
管

理
運

営
事

業
市

民
の

体
力

、
健

康
づ

く
り

や
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
推

進
を

目
的

と
し

て
、

な
み

は
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

運
営

を
行

っ
た

。

取
組

の
効

果

○
大

阪
府

総
合

体
育

大
会

に
、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

、
卓

球
、

軟
式

野
球

、
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
、

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

、
サ

ッ
カ

ー
及

び
柔

道
、

駅
伝

の
競

技
種

目
に

泉
南

市
体

育
協

会
が

参
加

し
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

普
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○ ○

及
振

興
を

図
っ

た
。

（
地

区
大

会
幹

事
種

目
と

し
て

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

一
般

男
子

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
一

般
女

子
２

部
を

担
当

）

泉
南

市
総

合
体

育
大

会
を

秋
季

大
会

と
し

て
、

1
6
競

技
種

目
を

体
育

協
会

主
管

で
９

月
か

ら
1
2
月

ま
で

実
施

し
た

。
ま

た
、

泉
南

市
り

ん
く

う
マ

ラ
ソ

ン
大

会
を

1
1
月

３
日

に
、

小
学

生
か

ら
壮

年
ま

で
の

1
2
種

目
で

１
～

８
k
m
の

市
民

マ
ラ

ソ
ン

を
開

催
し

、
3
6
1
人

の
参

加
者

が
あ

り
市

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

機
会

を
提

供
し

た
。

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1
関

西
に

お
け

る
泉

南
市

の
成

功
の

た
め

、
産

・
官

・
学

に
よ

る
泉

南
市

実
行

委
員

会
を

設
立

し
た

。
広

報
Ｐ

Ｒ
グ

ッ
ズ

の
作

成
、

市
内

外
開

催
イ

ベ
ン

ト
で

の
の

ぼ
り

旗
の

掲
出

、
チ

ラ
シ

の
配

布
を

行
い

、
競

技
Ｐ

Ｒ
等

大
会

機
運

醸
成

を
行

っ
た

。
２

月
１

日
か

ら
エ

ン
ト

リ
ー

を
開

始
し

た
。

競
技

関
係

者
と

協
議

を
行

い
、

大
会

開
催

に
向

け
た

運
営

準
備

等
を

行
っ

た
。

○ ○ ○

市
民

体
育

館
、

双
子

川
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

市
民

球
場

で
は

、
6
2
,
4
1
5
人

の
利

用
者

が
あ

り
、

市
民

の
体

力
、

健
康

づ
く

り
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
た

め
の

施
設

を
安

定
し

て
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
指

定
管

理
者

制
度

を
用

い
て

運
営

す
る

こ
と

に
よ

り
、

低
コ

ス
ト

で
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

市
民

に
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

な
み

は
や

グ
ラ

ン
ド

で
は

、
2
1
,
6
2
0
人

の
利

用
者

が
あ

り
、

市
民

の
体

力
、

健
康

づ
く

り
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

寄
与

し
た

。

大
阪

南
部

防
災

拠
点

施
設

で
は

、
2
1
,
3
5
6
人

の
利

用
者

が
あ

り
、

市
民

の
体

力
、

健
康

づ
く

り
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

寄
与

し
た

。
ま

た
個

人
利

用
で

き
る

種
目

の
範

囲
を

広
げ

利
用

促
進

を
図

っ
た

。

○ ○

少
子

化
や

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

へ
の

所
属

な
ど

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

団
員

の
減

少
傾

向
が

進
ん

で
い

る
。

活
動

を
通

し
て

、
さ

ら
に

広
く

市
民

に
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
大

会
開

催
を

市
民

に
広

く
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。
マ

ラ
ソ

ン
大

会
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

確
保

の
た

め
、

ポ
ス

タ
ー

等
を

各
公

共
機

関
に

掲
示

し
て

周
知

し
て

い
る

が
、

大
会

参
加

へ
の

魅
力

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

○
「

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1
関

西
」

は
、

開
催

ま
で

あ
と

１
年

を
切

っ
て

お
り

、
競

技
開

催
に

向
け

て
組

織
委

員
会

、
競

技
団

体
と

調
整

を
行

い
、

競
技

役
員

編
成

、
安

全
対

策
、

危
機

管

今
後

の
課

題
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○
 
全
国

大
会
出
場
は
同
世
代

の
年
代
に
も

大
き

な
刺

激
と
な

り
、

出
場
し

た
子

ど
も

た
ち
の

達
成

感
に
も
つ
な

が
る
と

考
え
る
。
体

育
協
会

、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、

 
　

   
事
務
局
と
共
に
優

秀
な
成
績
を
ア
ピ
ー

ル
で
き

る
よ

う
な

広
報
を

行
っ

て
い
き

た
い

。
 

○ ○ ○

理
対

策
等

運
営

計
画

の
策

定
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
参

加
者

の
多

く
は

競
技

と
観

光
の

両
方

を
目

的
に

開
催

地
を

訪
れ

る
こ

と
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

の
活

動
の

普
及

・
発

展
に

と
ど

ま
ら

ず
本

市
の

歴
史

や
伝

統
、

産
業

・
文

化
等

を
発

信
す

る
仕

組
み

づ
く

り
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
予

防
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
大

会
開

催
を

検
討

す
る

。

円
滑

な
施

設
運

営
の

た
め

に
、

更
な

る
指

定
管

理
者

と
行

政
の

協
力

体
制

が
必

要
で

あ
る

。

施
設

が
老

朽
化

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
適

正
な

維
持

管
理

の
た

め
引

き
続

き
大

阪
府

と
連

携
し

つ
つ

近
接

し
て

オ
ー

プ
ン

す
る

り
ん

く
う

公
園

管
理

者
と

の
連

携
の

可
能

性
を

探
る

。

防
災

拠
点

と
し

て
、

あ
る

い
は

ス
ポ

ー
ツ

施
設

と
し

て
、

適
正

な
維

持
管

理
及

び
利

用
促

進
の

Ｐ
Ｒ

活
動

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

教
育

委
員

会
の

考
え

方

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

指
導

者
に

な
る

き
っ

か
け

と
し

て
は

「
自

身
の

子
ど

も
の

入
団

」
が

最
も

多
く

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
イ

ベ
ン

ト
の

手
伝

い
、

指
導

者
研

修
会

等
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

あ
る

指
導

者
の

負
担

は
年

々
増

加
し

て
い

る
。

支
援

等
指

導
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
向

上
さ

れ
る

よ
う

な
組

織
づ

く
り

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

○ ○ ○ ○

少
子

化
の

影
響

を
受

け
て

、
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

の
加

入
す

る
子

ど
も

の
数

は
少

な
く

な
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

あ
り

、
そ

れ
に

付
随

し
て

、
お

手
伝

い
す

る
方

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

コ
ー

チ
や

監
督

や
指

導
し

て
く

だ
さ

る
方

々
の

高
齢

化
も

進
ん

で
い

る
。

子
ど

も
の

親
世

代
の

方
も

巻
き

込
ん

で
い

く
仕

組
み

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
る

。

泉
南

市
の

少
年

野
球

は
全

国
大

会
で

優
勝

す
る

ほ
ど

実
績

が
あ

る
が

、
子

ど
も

た
ち

の
成

長
や

活
躍

が
な

か
な

か
広

報
で

き
て

お
ら

ず
、

泉
南

市
民

に
盛

り
上

が
り

が
伝

わ
っ

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
泉

南
市

の
少

年
野

球
に

は
、

プ
ロ

野
球

選
手

も
生

ま
れ

て
く

る
可

能
性

が
あ

る
ぐ

ら
い

の
実

力
や

レ
ベ

ル
が

あ
る

と
い

う
こ

と
を

、
子

ど
も

た
ち

全
体

に
広

げ
て

い
く

よ
う

な
取

組
を

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

「
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」

に
お

い
て

は
、

市
民

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
参

加
等

、
色

々
考

え
て

い
る

と
は

思
う

が
、

是
非

、
小

中
学

生
、

特
に

中
学

生
の

力
の

活
用

等
つ

い
て

も
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

。
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令
和

２
年

度
に

は
、

国
の

Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

国
際

交
流

員
（

Ｓ
Ｅ

Ａ
）

を
市

に
招

く
予

定
で

あ
る

。
現

在
、

野
球

、
サ

ッ
カ

ー
、

水
泳

に
つ

い
て

申
し

込
ん

で
お

り
来

市
後

は
、

子
ど

も
た

ち
を

は
じ

め
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
に

周
知

し
、

市
全

体
で

盛
り

上
が

る
こ

と
が

で
き

る
方

法
を

検
討

す
る

。

「
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

や
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
延

期
の

影
響

に
よ

り
開

催
に

関
し

て
不

透
明

な
部

分
が

多
い

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
つ

い
て

も
様

々
な

方
々

の
お

力
を

得
て

大
会

を
成

功
に

導
き

た
い

。

○ ○
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文
化

振
興

課
（

公
民

館
）

○ ○ ○ ○ ○ ○

各
ク

ラ
ブ

運
営

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
に

よ
る

自
主

的
な

文
化

、
芸

術
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

部
屋

の
貸

出
業

務
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

生
涯

学
習

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

様
々

な
公

民
館

講
座

を
開

催
し

た
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

学
習

意
欲

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

今
後

の
課

題

○ ○ ○

今
後

、
ま

す
ま

す
活

発
化

す
る

と
考

え
ら

れ
る

生
涯

学
習

社
会

に
対

応
す

る
た

め
、

多
様

な
年

齢
層

に
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

魅
力

の
あ

る
講

座
を

企
画

す
る

必
要

が
あ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

安
心

・
安

全
な

貸
館

事
業

に
努

め
、

感
染

予
防

策
と

し
て

活
動

が
制

限
さ

れ
る

中
、

非
参

加
型

の
講

座
や

展
示

な
ど

の
代

替
事

業
で

、
文

化
活

動
の

維
持

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

各
公

民
館

施
設

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
老

朽
化

し
て

い
る

。
利

用
者

の
方

々
に

安
心

し
て

、
御

利
用

い
た

だ
け

る
よ

う
、

様
々

な
修

繕
に

つ
い

て
は

、
安

全
面

を
考

慮
し

な
が

ら
緊

急
性

の
高

い
も

の
か

ら
順

次
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

７
）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

公
民

館
ク

ラ
ブ

員
の

募
集

や
公

民
館

ま
つ

り
の

協
力

な
ど

、
各

ク
ラ

ブ
運

営
を

サ
ポ

ー
ト

し
た

。

公
民

館
ク

ラ
ブ

活
動

及
び

地
域

住
民

の
交

流
の

場
等

と
し

て
部

屋
の

貸
出

を
行

っ
た

。
利

用
状

況
は

、
5
,
0
9
1
件

、
5
0
,
2
0
9
人

で
あ

っ
た

。
（

公
民

館
ま

つ
り

を
含

む
）

（
参

加
人

数
　

樽
井

公
民

館
ま

つ
り

　
1
,
0
7
0
人

、
新

家
公

民
館

ま
つ

り
　

5
7
0
人

、
信

達
公

民
館

ま
つ

り
中

止
）

教
養

の
向

上
に

寄
与

す
る

た
め

、
多

様
な

年
齢

層
に

応
じ

た
講

座
を

４
公

民
館

で
開

催
し

た
。

（
開

催
状

況
は

、
1
3
講

座
、

2
0
回

、
3
6
8
人

）

５
．

生
涯

学
習

の
推

進
⑦

文
化

、
芸

術
活

動
の

推
進

取
組

の
効

果
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

公
民

館
は

、
社

会
人

や
御

高
齢

の
方

の
利

用
が

ど
う

し
て

も
多

い
と

思
う

が
、

子
ど

も
た

ち
が

参
加

で
き

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

や
催

し
物

を
計

画
し

、
子

ど
も

た
ち

に
も

活
用

し
て

も
ら

う
工

夫
を

検
討

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

う
。

今
ま

で
公

民
館

を
利

用
し

て
い

た
方

々
が

継
続

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
に

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

た
施

設
利

用
方

法
の

周
知

を
き

ち
ん

と
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
工

夫
し

な
が

ら
活

動
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
う

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○ ○ ○

公
民

館
講

座
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

年
齢

層
を

参
加

対
象

と
し

て
い

る
が

、
さ

ら
に

、
子

ど
も

た
ち

や
学

生
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

参
加

し
や

す
い

講
座

や
環

境
を

つ
く

り
、

幼
稚

園
、

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

等
へ

の
広

報
活

動
を

強
化

し
、

よ
り

幅
広

い
年

齢
層

の
参

加
を

図
っ

て
い

く
。

コ
ロ

ナ
渦

に
お

い
て

も
、

利
用

者
の

ク
ラ

ブ
活

動
が

低
迷

し
な

い
よ

う
に

、
各

公
民

館
や

各
ク

ラ
ブ

間
の

交
流

、
作

品
募

集
や

展
示

等
に

よ
り

、
活

動
の

意
欲

が
高

ま
る

よ
う

に
工

夫
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
「

公
民

館
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

予
防

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
た

中
で

、
社

会
事

情
（

感
染

状
況

）
を

確
認

し
、

利
用

者
と

の
協

議
・

御
理

解
を

得
な

が
ら

、
可

能
な

範
囲

で
通

常
の

運
営

が
で

き
る

よ
う

に
使

用
制

限
の

緩
和

に
努

め
る

。

今
後

と
も

、
公

民
館

が
市

民
の

学
び

、
知

的
に

余
暇

を
楽

し
む

、
生

涯
学

習
の

身
近

な
場

と
し

て
利

用
い

た
だ

け
る

よ
う

支
援

し
て

い
く

。
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文
化

振
興

課
（

図
書

館
）

⑧
地

域
の

情
報

拠
点

づ
く

り
、

読
書

活
動

の
推

進
○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

市
民

の
読

書
及

び
図

書
館

資
料

に
対

す
る

要
望

に
応

え
る

こ
と

で
、

課
題

解
決

や
生

涯
学

習
を

支
援

し
た

。
ま

た
、

関
係

団
体

等
と

連
携

し
て

、
高

齢
・

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
、

子
育

て
支

援
、

学
校

等
団

体
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

し
た

。
　

来
館

者
数

 
1
1
3
,
8
4
0
人

、
貸

出
人

数
 
6
9
,
8
1
2
人

、
貸

出
冊

数
 
3
6
6
,
1
0
1
冊

　
　

う
ち

、
団

体
貸

出
分

(
貸

出
団

体
数

 
4
,
3
7
5
団

体
、

貸
出

冊
数

 
5
6
,
3
4
0
冊

)
　

蔵
書

冊
数

 
3
2
1
,
6
3
3
冊

（
視

聴
覚

資
料

、
雑

誌
含

む
）

　
自

動
車

図
書

館
 
定

例
巡

回
1
5
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 
3
2
0
回

、
特

別
巡

回
９

回

「
中

学
生

の
読

書
力

ア
ッ

プ
事

業
」

、
「

シ
ニ

ア
ブ

ッ
ク

便
」

で
は

、
１

か
月

単
位

で
市

立
図

書
館

が
選

ん
だ

本
を

配
達

し
、

読
書

へ
の

興
味

が
二

極
化

し
が

ち
な

中
学

生
や

、
来

館
が

難
し

い
高

齢
者

に
対

し
て

、
読

書
の

楽
し

み
を

届
け

る
こ

と
が

で
き

、
好

評
を

得
た

。

広
域

利
用

が
開

始
さ

れ
、

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
地

域
内

の
全

1
9
図

書
館

（
室

）
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

利
便

性
が

向
上

し
た

。

施
策

項
目

具
体

的
施

策

地
域

の
情

報
拠

点
と

し
て

、
市

民
の

知
る

自
由

、
学

習
す

る
権

利
、

読
書

の
楽

し
み

を
保

障
す

る
た

め
、

各
種

資
料

や
情

報
を

提
供

し
た

。
ま

た
、

乳
幼

児
か

ら
大

人
ま

で
、

様
々

な
行

事
や

講
座

等
を

開
催

し
た

。

「
第

２
次

泉
南

市
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
、

子
ど

も
や

子
ど

も
に

関
わ

る
大

人
、

学
校

等
の

団
体

を
対

象
と

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
っ

た
。

令
和

元
年

度
は

、
ふ

る
さ

と
泉

南
水

な
す

基
金

を
活

用
し

、
「

中
学

生
の

読
書

力
ア

ッ
プ

推
進

事
業

」
、

「
シ

ニ
ア

ブ
ッ

ク
便

」
を

実
施

し
、

市
立

図
書

館
の

蔵
書

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
中

学
校

（
支

援
学

校
含

む
）

や
高

齢
者

施
設

へ
の

本
の

配
達

を
行

っ
た

。

令
和

元
年

６
月

か
ら

、
岸

和
田

市
以

南
５

市
３

町
で

図
書

館
の

広
域

利
用

を
開

始
し

た
。

夏
休

み
に

「
せ

ん
く

ま
自

習
室

」
を

設
置

し
、

小
中

学
生

を
中

心
に

活
用

し
て

い
た

だ
い

た
。

取
組

の
効

果

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

８
）

基
本

方
針

５
．

生
涯

学
習

の
推

進
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を
大
き
く

上
回

っ
て
お

り
、

図
書

館
が

憩
い
の

場
等
に
な

っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が

え
、
評

価
で
き
る

。
 

○ ○

館
内

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

策
を

講
じ

る
と

と
も

に
、

学
校

等
へ

の
団

体
貸

出
の

充
実

、
自

動
車

図
書

館
の

柔
軟

な
運

営
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
予

約
の

導
入

等
、

新
し

い
生

活
様

式
に

即
し

た
非

来
館

型
の

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
を

実
践

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

様
々

な
財

源
の

活
用

等
に

よ
り

、
蔵

書
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

建
物

や
備

品
、

設
備

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
緊

急
性

の
高

い
も

の
か

ら
計

画
的

に
修

繕
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

市
立

図
書

館
は

、
幅

広
い

年
齢

層
を

対
象

に
、

各
種

行
事

や
講

座
を

開
催

し
好

評
を

得
て

い
る

が
、

読
書

か
ら

離
れ

が
ち

な
中

高
生

に
対

し
て

は
、

団
体

貸
出

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

1
0
代

の
人

が
待

つ
悩

み
や

疑
問

の
解

決
に

役
立

つ
資

料
を

置
く

な
ど

、
子

ど
も

た
ち

を
見

守
り

、
話

を
聴

き
、

図
書

館
を

心
地

よ
く

過
ご

せ
る

居
場

所
の

機
能

と
し

て
の

展
開

を
考

え
て

い
く

。

地
域

の
情

報
拠

点
と

し
て

、
図

書
館

資
料

や
情

報
の

収
集

と
提

供
、

調
査

相
談

、
障

害
者

・
高

齢
者

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

な
ど

を
通

じ
て

、
市

民
の

生
涯

学
習

活
動

や
教

養
文

化
の

向
上

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
。

今
後

と
も

、
市

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
や

各
種

団
体

と
協

働
し

、
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
、

利
用

促
進

に
つ

な
げ

て
い

く
。

ま
た

、
「

せ
ん

く
ま

自
習

室
」

に
つ

い
て

も
、

今
後

更
に

充
実

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

他
市

と
比

べ
る

と
貸

出
数

、
利

用
数

が
上

位
と

の
こ

と
で

、
評

価
で

き
る

。
今

度
と

も
市

民
の

方
々

、
ま

た
、

子
ど

も
た

ち
が

本
に

触
れ

る
機

会
、

読
書

に
親

し
む

機
会

が
増

え
る

よ
う

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

今
年

の
６

月
に

開
館

し
た

和
歌

山
市

民
図

書
館

で
は

、
貸

出
だ

け
で

な
く

、
そ

の
場

で
読

ん
で

い
た

だ
い

て
、

憩
い

の
ス

ペ
ー

ス
と

な
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

た
り

、
和

歌
山

県
立

図
書

館
で

は
、

自
習

室
の

充
実

で
中

高
生

を
呼

び
込

む
よ

う
な

こ
と

を
や

っ
て

い
た

り
す

る
。

泉
南

市
に

お
い

て
も

来
館

者
数

が
、

貸
出

人
数

今
後

の
課

題
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生
涯

学
習

課

⑨
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

留
守

家
庭

児
童

会
の

開
所

時
間

に
つ

い
て

、
平

日
は

1
4
：

0
0
か

ら
1
8
：

0
0
ま

で
で

あ
っ

た
も

の
を

1
4
：

0
0
か

ら
1
9
：

0
0
ま

で
、

土
曜

日
及

び
夏

休
み

な
ど

の
長

期
休

業
期

間
は

、
9
：

0
0
か

ら
1
8
：

0
0
で

あ
っ

た
も

の
を

8
：

0
0
か

ら
1
9
：

0
0
ま

で
延

長
し

て
運

営
し

た
。

子
ど

も
の

安
全

確
保

に
向

け
た

留
守

家
庭

児
童

会
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
、

各
種

研
修

会
へ

の
参

加
や

講
師

を
招

聘
し

、
研

修
会

を
実

施
し

た
。

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
を

図
る

た
め

、
長

期
休

業
期

間
（

夏
季

休
業

）
に

泉
南

市
立

青
少

年
セ

ン
タ

ー
、

泉
南

市
立

図
書

館
及

び
泉

南
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

「
夏

休
み

こ
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

」
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
民

間
（

ヤ
ク

ル
ト

）
の

出
前

授
業

を
開

催
し

た
。

利
用

料
の

口
座

振
替

を
ゆ

う
ち

ょ
銀

行
だ

け
で

は
な

く
、

他
の

銀
行

口
座

も
利

用
可

能
と

し
た

。

滞
納

繰
越

分
の

会
費

に
つ

い
て

、
電

話
催

告
等

に
よ

る
積

極
的

な
徴

収
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

滞
納

額
の

減
額

に
努

め
た

。

平
成

3
0
年

の
台

風
に

よ
り

被
害

を
受

け
た

樽
井

第
二

留
守

家
庭

児
童

会
に

つ
い

て
、

学
校

の
余

裕
教

室
を

改
修

し
移

転
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

策
と

し
て

、
留

守
家

庭
児

童
会

の
衛

生
管

理
の

徹
底

を
行

う
と

と
も

に
、

利
用

自
粛

可
能

な
利

用
者

に
自

粛
を

促
し

、
学

校
休

業
期

間
中

に
欠

席
し

た
日

の
利

用
料

に
つ

い
て

日
割

り
減

免
措

置
を

実
施

し
た

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
中

学
校

の
休

校
に

伴
い

、
対

象
や

時
間

帯
を

拡
大

し
て

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

を
行

っ
た

。

施
策

項
目

具
体

的
施

策

取
組

の
効

果

留
守

家
庭

児
童

会
ご

と
に

利
用

状
況

は
異

な
る

も
の

の
、

開
所

時
間

を
延

長
し

た
こ

と
で

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
柔

軟
に

対
応

で
き

利
便

性
が

向
上

し
た

。

留
守

家
庭

児
童

会
職

員
に

研
修

会
を

受
講

さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

支
援

を
要

す
る

児
童

な
ど

へ
の

対
応

や
児

童
の

リ
ス

ク
管

理
な

ど
留

守
家

庭
児

童
会

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
っ

た
。

課
外

授
業

を
催

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

長
期

休
業

期
間

に
子

ど
も

が
快

適
に

楽
し

く
過

ご
す

こ
と

が
で

き
た

。

○ ○ ○

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
１

９
）

基
本

方
針

５
．

生
涯

学
習

の
推

進
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○ ○ ○ ○ ○

利
用

料
の

支
払

い
が

可
能

な
金

融
機

関
を

追
加

す
る

こ
と

で
、

保
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
と

と
も

に
、

滞
納

の
減

額
に

つ
な

が
っ

た
。

積
極

的
な

滞
納

対
策

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
滞

納
の

減
額

に
つ

な
が

っ
た

。

樽
井

第
二

留
守

家
庭

児
童

会
を

移
転

す
る

こ
と

で
、

安
全

な
保

育
環

境
を

提
供

で
き

た
。

衛
生

管
理

の
徹

底
及

び
利

用
自

粛
の

協
力

依
頼

を
行

っ
た

こ
と

で
、

安
全

な
保

育
環

境
を

提
供

で
き

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
、

感
謝

の
声

が
寄

せ
ら

れ
た

。

○ ○ ○ ○

留
守

家
庭

児
童

会
職

員
の

更
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

、
職

員
研

修
を

継
続

し
て

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

子
ど

も
が

留
守

家
庭

児
童

会
で

快
適

に
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
施

設
の

維
持

保
全

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
の

た
め

、
学

校
及

び
保

護
者

と
の

連
携

を
よ

り
密

に
す

る
と

と
も

に
、

子
ど

も
た

ち
の

こ
と

を
第

一
に

考
え

た
き

め
細

や
か

な
保

育
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
策

と
し

て
、

留
守

家
庭

児
童

会
の

衛
生

環
境

の
向

上
に

努
め

る
と

と
も

に
、

学
校

と
連

携
し

学
校

施
設

の
有

効
活

用
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○ ○ 教
育

委
員

会
の

考
え

方

○

留
守

家
庭

児
童

会
の

開
所

時
間

を
拡

大
し

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

と
こ

ろ
は

評
価

で
き

る
。

指
導

員
に

つ
い

て
、

予
算

内
で

シ
フ

ト
を

組
ん

で
実

施
す

る
等

、
工

夫
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
は

評
価

で
き

る
。

欠
員

が
出

た
と

き
は

教
育

委
員

会
事

務
局

に
配

置
し

て
い

る
指

導
員

を
応

援
と

い
う

形
で

各
留

守
家

庭
児

童
会

に
配

置
す

る
な

ど
、

十
分

な
対

応
を

行
な

え
る

よ
う

な
体

制
を

整
え

て
い

る
と

こ
ろ

は
評

価
で

き
る

。

今
後

も
指

導
員

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

勤
務

体
制

等
を

工
夫

し
、

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
よ

う
努

め
、

児
童

に
安

全
・

安
心

な
生

活
の

場
を

提
供

し
て

い
き

た
い

。

今
後

の
課

題

59



人
権

国
際

教
育

課

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
７

次
泉

南
市

子
ど

も
の

権
利

条
例

委
員

会
報

告
に

お
い

て
、

せ
ん

な
ん

子
ど

も
会

議
が

条
例

の
運

営
主

体
で

あ
り

、
シ

ン
ボ

ル
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
と

評
価

し
て

い
た

だ
い

た
。

具
体

的
に

は
、

「
子

ど
も

会
議

」
が

子
ど

も
の

意
見

表
明

の
場

で
あ

る
こ

と
が

子
ど

も
た

ち
や

市
職

員
に

認
知

さ
れ

、
子

ど
も

た
ち

が
市

民
や

市
長

に
意

見
表

明
す

る
機

会
が

増
え

た
。

学
校

園
で

「
泉

南
市

子
ど

も
の

権
利

の
日

」
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
権

利
に

つ
い

て
の

学
習

を
、

全
学

年
で

授
業

と
し

て
実

施
し

た
学

校
も

あ
り

、
条

例
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
研

修
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
研

修
等

で
、

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

講
座

を
引

き
続

き
行

い
、

保
護

者
が

生
活

の
中

で
、

子
ど

も
の

権
利

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○ ○

子
ど

も
会

議
の

小
中

学
生

の
認

知
度

は
年

々
上

昇
し

て
い

る
。

会
員

数
も

増
え

、
活

動
に

幅
を

持
た

せ
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
、

子
ど

も
の

活
動

を
支

え
る

『
大

人
ス

タ
ッ

フ
』

が
不

足
し

て
お

り
、

恒
常

的
に

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
ス

タ
ッ

フ
を

募
集

す
る

必
要

が
あ

る
。

条
例

第
６

条
「

相
談

救
済

」
に

つ
い

て
、

泉
南

市
独

自
の

制
度

を
構

築
す

る
た

め
に

、
泉

南
市

公
的

第
三

者
機

関
（

子
ど

も
オ

ン
ブ

ズ
パ

ー
ソ

ン
制

度
）

準
備

委
員

会
に

お
い

て
、

議
論

を
進

め
て

い
る

。

取
組

の
効

果

今
後

の
課

題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
２

０
）

基
本

方
針

施
策

項
目

具
体

的
施

策

せ
ん

な
ん

子
ど

も
会

議
を

実
施

し
た

。
（

毎
月

１
回

）

子
ど

も
の

権
利

条
例

委
員

会
か

ら
の

第
７

次
報

告
書

を
受

理
し

た
。

「
泉

南
市

子
ど

も
の

権
利

の
日

」
（

1
1
月

2
0
日

）
に

お
い

て
学

校
園

で
取

組
を

実
施

し
た

。

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

保
護

者
研

修
、

教
職

員
研

修
を

実
施

し
た

。

６
．

市
を

挙
げ

て
の

教
育

施
策

の
推

進
体

制
の

確
立

①
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
条

例
の

推
進
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○
会

議
に

参
加

し
て

い
た

子
ど

も
た

ち
が

大
学

生
に

な
り

、
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

戻
っ

て
こ

ら
れ

た
こ

と
は

、
非

常
に

良
い

傾
向

だ
と

思
う

。
こ

れ
が

長
く

続
き

、
ス

タ
ッ

フ
が

充
実

し
、

子
ど

も
た

ち
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

を
引

き
出

す
取

組
を

期
待

す
る

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○ ○

子
ど

も
会

議
に

参
加

す
る

子
ど

も
た

ち
は

、
子

ど
も

の
権

利
に

つ
い

て
学

習
し

自
分

た
ち

の
生

活
の

中
に

活
か

そ
う

と
す

る
姿

が
見

ら
れ

る
。

子
ど

も
自

身
が

子
ど

も
の

権
利

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

の
子

ど
も

の
権

利
学

習
を

、
各

学
校

園
で

推
進

し
て

い
き

た
い

。

子
ど

も
の

権
利

擁
護

を
積

極
的

に
推

進
す

る
広

報
・

教
育

の
機

能
を

活
動

の
中

心
に

位
置

づ
け

、
対

話
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

制
度

改
善

の
機

能
を

積
極

的
に

発
揮

し
よ

う
と

す
る

子
ど

も
オ

ン
ブ

ズ
パ

ー
ソ

ン
制

度
「

泉
南

モ
デ

ル
」

の
構

築
に

向
け

て
、

準
備

委
員

会
に

お
い

て
議

論
を

進
め

て
い

き
た

い
。
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指
導

課

○ ○ ○
小
学
校
全
児
童
の
2
4
.
5
6
％
（
前
年
度
比
9
3
.
9
7
％
）
、
中
学
校
は
全
生
徒
の
2
4
.
0
7
％
(
前
年

度
比
9
2
.
4
9
％
)

を
認
定
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担

の
軽

減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○ ○

就
学
援
助
費
に
つ
い
て
は
、
現

在
、

入
学

援
助
費
・
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
は
実
費
（
基

準
内
）
、
修
学

旅
行
費
は
実
費
の
８
割
、
給
食

費
は

実
費

の
７
割
を
支
給
し
、
ま
た
医
療
費
（
法
定
疾
病
）

は
自
己
負
担
分

を
援
助
し
て
い
る
が
、
今
後
は

保
護

者
の

更
な
る
負
担
軽
減
の
た
め
、
他
市
町
並
み
に
給
食

費
の
負
担
率
を

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
生
徒
数

減
の

影
響

か
ら
事
業
費
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
、
子
ど
も

た
ち
の
家
庭
を

め
ぐ
る
経
済
的
な
状
況
は
依
然

厳
し

く
、

小
中
学
校
と
も
に
本
制
度
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

か
ら
、
義
務
教

育
に
お
け
る
保
護
者
の
経
済
的

負
担

を
軽

減
さ
せ
る
事
業
と
し
て
、
今
後
も
一
定
の
レ
ベ
ル

で
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

③
保
護
者
の

経
済
的
負
担

の
軽
減

取
組
の
効
果

今
後
の
課
題

評
価

調
書

(
点

検
・

評
価

の
重

点
項

目
２

１
）

基
本
方
針

施
策
項
目

具
体
的
施
策

就
学
援
助
事
業
（
8
,
5
8
0
万
7
9
6
円
）

生
活
保
護
法
に
よ
る
要
保
護
者

に
準

ず
る

程
度
と
認
め
ら
れ
る
方
に
制
度
を
適
用
し
、
教
育

費
に
つ
い
て
経

済
的
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
保

護
者

に
対

し
、
学
校
で
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る

事
業
を
実
施
し
た
。

・
小
学
校
就
学
援
助
事
業
（
5
,
6
0
0
万
2
,
0
4
9
円
）

・
中
学
校
就
学
援
助
事
業
（
2
,
9
7
9
万
8
,
7
4
7
円
）

中
学
校
に
つ
い
て
は
８
月
に
支

給
し

て
い

た
「
入
学
準
備
金
」
を
平
成
3
0
年
度
入
学
生
か
ら

入
学
前
の
３
月

に
支
給
し
て
お
り
、
小
学
校
に

つ
い

て
は

、
令
和
２
年
度
入
学
生
か
ら
入
学
前
の
令
和
２
年

３
月
に
支
給
し

た
。

６
．

市
を
挙

げ
て
の
教

育
施

策
の

推
進
体

制
の
確
立
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泉
南

市
教

育
委

員
会

評
価

委
員

会
の

主
な

意
見

○ ○

こ
れ

か
ら

ま
だ

ま
だ

所
得

格
差

が
広

が
る

と
い

う
社

会
情

勢
の

分
析

も
あ

る
中

、
こ

の
先

な
か

な
か

予
測

は
難

し
い

と
思

う
が

、
就

学
援

助
費

の
増

額
、

給
食

費
の

保
護

者
負

担
の

割
合

の
見

直
し

を
す

る
必

要
が

出
て

く
る

と
思

う
。

御
家

庭
の

経
済

状
態

が
子

ど
も

た
ち

の
教

育
に

影
響

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
今

後
と

も
支

援
を

お
願

い
し

た
い

。

教
育

委
員

会
の

考
え

方

○
就

学
援

助
制

度
は

、
義

務
教

育
に

係
る

保
護

者
負

担
の

軽
減

策
と

し
て

重
要

な
施

策
と

考
え

て
い

る
。

今
後

も
本

制
度

の
充

実
に

向
け

て
、

国
の

動
向

を
見

据
え

な
が

ら
、

予
算

の
確

保
に

努
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

い
る

。
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○泉南市教育委員会評価委員会規則 

（平成 24 年 12 月 25 日教育委員会規則第４号） 

     

 （趣旨） 

第１条 この規則は、泉南市附属機関に関する条例（昭和 46 年泉南市条例第 11 号）第

３条の規定に基づき、泉南市教育委員会評価委員会（以下「委員会」という。）の組

織及び運営その他委員会について必要な事項を定めるものとする。 

 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、泉南市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の求めに応じて、

教育委員会が地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）

第 26 条第１項の規定により、毎年、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況について点検及び評価を行うに当たり、同条第２項の規定により意見を述べる

ものとする。 

 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員４人以内で組織する。 

２ 委員は、教育に関し学識経験を有する者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

３ 委員は、その委嘱に係る職務が終了したときは、解任されるものとする。 

 

 （委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理す

る。 

 

 （会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

 

 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において行う。 

 

 （委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定 

める。 

 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 
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泉南市教育委員会評価委員名簿 
                     （五十音順） 

 大里 雅巳 
    元中学校校長 

 岡本 晃 
    泉南市青少年指導員協議会 

 豊田 充崇 
    和歌山大学教育学部教職大学院教授 

 山内 良 
    泉南市ＰＴＡ協議会 

上記は、令和元年度点検・評価を担当する委員である。 
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